
普動請



日本語研 修 コース

深 見兼 孝

[修了者]

第42期 生名簿(2006年4月 い2006年9月)[11名]

氏名 呼び名 国籍 専攻 大学

DANARダ ナル インドネシア 海洋生物学 広 島大学

PRASEPTIANGGA

ARIYARATINE,ハ シタ スリランカ 情報工学 広 島大学

HASITHA

BIMSARA

JHADEEPENDRAデ ィーペンドラ ネパール パ ワー システム 広 島大学

KUMAR工 学

MACAHIG,RENEレ ネ フィリピン 理学 広 島大学

ANGELO,

SARMIENTO

HTUNTHEINト ゥンテイン ミャンマー 畜産(漁 業)広 島大学

MANATSHA,BOGAボ ガ ボツワナ 農業史 広 島大学

THURA

VELA,JUALIM,ジ ュアリム フィリピン 芸術学 広 島市立大学

DATILES

TANAKA,KARENカ レン ブラジル 経済学 広 島大学

TALITA

JOSHINIRAJIニ ラジ ネパール 農…業史 広 島大学

PRAKASH

王 盛(オ ウ セイ)オ ウセイ 中国 教育学 広 島大学

謝 地(シ ャ チ)シ ャチ 中国 保健学 広 島大学
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[修了者]

第43期 生名簿(2006年10月 》・2007年3月)[9名]

氏名 呼び名 国籍 専攻 大学

HERLAMBANGバ グス インドネシア 医学 広島大学

BAGUS

LIYANAPATHIRANA,ニ ルピカ スリランカ 経営・金融 広島大学

NIRUPIKA

SAMANTHI

HADOUSH,HIKMATヒ クマト ヨルダン 理学療法 広島大学

MOH,D

GRAFIL,RUELル エル フィリピン 社会教育 広島大学

ALOTA

LADIMO,LERMAレ ルマ フィリピン 数学教育 広島大学

DELMONTE

ROMERO,MARIBELマ リベル フィリピン 科学教育 広島大学

SISON

NAVAANDAMBA,ハ ジダスレン モンゴル 統計学教育 広島大学

KHAJIDSUREN

MWANGI,SAMUELム ワンギ ケニヤ 物理教育 広島大学

GITONGA

ATHIKAア ティカー タイ 工学 広島大学

CHUNTANAPUM
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講師一覧

第 雌 期(黛O偽 卑4月 》⑳ 薦 隼9月)

専任 浮田三郎 董岡賀津雄 多稲田曇一郎 中州正弘 ・深見兼孝

非當期 伊ヶ崎泰枝 石井敬子 今石正人 後藤美知子 佐藤道雄

[専門用語解説】

上真一(生物圏科学研究科)浦 遇幸夫(保健学研究科)大 塚英昭(医歯薬学総合研究科)

沖原謙(教 育学研究科)金 子慎治(圏 際協力研究科)原 田耕一(工学研究科)堀 貫治(生物圏

科学薪究科)マ ハラジャン,ケシャブ・ラル(国際協力研究科)三 根麹浪(教育学研究科〉

鯨利野直人(工学研究科)

第 姶 期 ⑳ ⑪6奪 抑 月一黛◎◎7隼3月 〉

専任 浮田三郎 玉岡賀津雄 多稲田曇一郎 中州正弘 深見兼孝

葬常勤 伊ケ綺泰枝 石井敬子 今石正人 後藤美知子 佐藤道雄

[専門用語解説]

磯崎哲夫(教 育学研究科)今 岡光範(教 育学・研究科)植 田敦三(教 育学研究科)金 原達夫

(国際協力研究科)小 原友行(教 育学研究科)蔦 闘孝則(教 育学研究科)飛 松好子(保健学・

研究科)前 島洋(保 健学研究科)松 村幸彦(工 学・研究科)渡 橋聯政(医 歯薬学総合研究科)
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第42期(2006年4月 い2006年9月)予 定 表

期 日 行 事/試 験等 見 学(総 合 演習)備 考

4/74/7(金)4/7(金)国 際交流 会館生 活 オリエ

11:00オ リエンテーション(K308)ン テー ション

4/8(土)東 広島オリエンテーショ

ンバスツアー

4/10-4/144/10(月)4/10(月)

11=00開 講式(教 育 学部第3・4会 議 室)11=30ホ ス トファミリー案 内(K308)

全学 留学 生オリエンテーション

4/17-4/214/21(金)4/21(金)

広 島市17=30ホ ス トファミリー対面 式

4/24-4/284/27(木)健 康管 理オリエンテー

ション

4/29(土)公 休 日

5/1-5/55/3(水)～5/5(金)公 休 日

5/8-5/125/13(土)国 際 交流会館 防災 訓 練

5/15-5/19

5/22-5/265/26(金)

宮 島

5/29-6/2

6/5-6/96/7(水)中 間試験

6/8(木)専 門用語解 説 開始

6/12-6/16

6/19-6/23

6/26-6/30

7/3-7/77/7(金)

マツダ

7/10-7/14

7/17-7/217/17(月)公 休 日

7/24-7/28

7/31

8/1-8/31夏 休み

9/19/1(金)期 末試験

9/4-9/89/4(月)-9/7(木)特 別講義

9/8(金)

13=30修 了式(教 育学部 第3・4会 議室)

14=00成 果発 表会(")
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第43期(2006年10月 》・2007年3月)予 定 表

期 日 行 事/試 験等 見学(総 合演 習)備 考

10/10-10/1310/10(火)10/11(水)

13:00オ リエンテーション(K308)11:30ホ ストファミリー案 内

10/11(水)(K308)

11=00開 講式(教 育学部第3・4会 議室)10/12(木)医 療・保 険関係

オリエンテーション(K308)

10/16-10/2010/20(金)10/20(金)

広島市17:00ホ ストファミリー対面式

10/23-10/27

10/30_11/311/3(金)公 休 日

11/6-11/1011/9(木)「 専 門用語解 説」開始

(～1/25)

11/13-11/17

11/20-11/2411/24(金)11/23(木)公 休 日

宮島

11/27-12/1

12/4-12/812/6(水)中 間試 験

12/11-12/15

12/18_12/2212/23(土)公 休 日

12/24-1/7冬 休 み

1/8-1/121/8(月)公 休 日

1/15-1/19

1/22-1/261/26(金)

マツダ

1/29-2/2

2/5-2/9

2/12-2/162/14(水)期 末試 験2/12(月)公 休 日

2/19-2/23特 別講義

2/26-3/12/26(月)～28(水)特 別講 義

3/1(木)

13=30修 了式(教 育学 部第3・4会議室)

14=00成 果発 表会(")
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日本 語 教 育 部 門:日 本 語 ・日本 事 情

(2006年4月 ～2007年3月)

田 村 泰 男

1.授 業科 昌一覧
・東広島キャンパス

開 設 学期別週授業時数

授 業 科 目 単位数 前 期 後 期 備 考

総合 日本語初級IA1。122広 島大学外国人留学生
のための授業で

総合 日本語初級IB1・122あ る・

総合 日本語初級IC1・122

総合 日本語初級 聾A1・122

総合 日本語初級 聾B1・122

総合 ヨ本語初級 豆C1・122

総合 日本語中級IA12

総合 日本語中級IBl2

総合 日本語中級ICl2

総合 日本語中級ID12

総合 日本語中級IEl2

総合 日本語中級IF12

総合 日本語中級 聾Al2

総合 ヨ本語中級HB12

総合 舜本語中級HC12

総合 臼本語中級HDl2

総合 日本語中級HE12

総合 旨本語中級 豆Fl2
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・霞キヤンパス

開 設 学期別週授業時数

備 考授 業 科 轟

単位数 前 期 後 期

総合 日本語初級 夏A1。122広 島大学外国人留学生のための授業で

総合 日本語初級IB1・122あ る・

総合 日本語初級HA1・122
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2.授 業内容

(東広島キャンパス)
・レベル1

授業科 目 総合 日本語初級IA・IB・IC

担当教官 石原 淳也 ・深見 兼孝 ・山中 康子 ・下村真理子

目 標 かな及び基本的な漢字の読み方 ・書き方、初歩的な文法を習得

させる。

内 容1.文 字の導入2基 本文型の導入

3.音読練習4.口 頭及び筆記による応用練習

テキス ト 「みんなの日本語初級1本 冊」(ス リーエーネ ットワーク)

成績評価の方法 出席 ・試験 ・宿題

・レベル2

授業科 目 総合 日本語初級1【A・HB・HC

担当教官 田村 泰男 ・中川 正弘 ・下村 真理子

目 標 初級後半 レベルの基礎的な語彙 ・文型 ・表現を学習し、併せて種々

の場面に応 じた実用的な日本語表現能力を習得 させる。

第1週 一第5週

依頼表現、可能表現、継続 ・習慣の表現、理由の表現、意志 ・予

内 容 器螺 灘 摯 騨/他 動雛 量規 忠告の規

第6週 一第10週

時間表現 、付帯状況 の表現、条件表現、 目的 ・目標 の表 現、状態

変化 の表現 、受身表現、形式名詞、理 由 ・原因の表現、疑 問詞疑

問文 、試行 の表現 、テ ス ト(2)

第11週 一第15週

授受表現 、 目的 の表現、様態の表現、移 動の表現、難易表 現、伝

聞表現 、使役表現 、敬語 、テス ト(3)

テ キス ト 「み んなの 日本語初級II本 冊」(ス リーエーネ ッ トワーク)

成績評価 の方法 出席 ・試験 ・宿題
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・レベル3

授業科 目 総合 日本語 中級IA・IB

担 当教官 浮 田 三郎 ・渡部 浩見

目 標 中級 レベル の長文 を読み 、内容 を理解 す る飽力 を身 に付 ける。今 ま

でに学 んだ基本 的な表現 を使 って、日本語 で議論 を した り自分 の意

見 を表現 できるよ うにす る。

扱 う内容 は以下 の通 り。
～ くて/で 、～てか ら、～へ～ に行 く、～ま しょ う.～ を出 る、全部

で～、～ とい っ しょに.連 体修飾.一 番+形 容詞 、決 して～ない、～

内 容 そ う、～ なけれ ばな りません、～だ けで も、～た り～た りします、～

しか～ ない.～ を例 として.～ に とって.～ の前 に、～つ もりです 、
～ をは じめ、～ とか～ とか、～ば～ほ ど、～ とお りに、～で一 をす る

.～ て ある.授 受表現.～ そ うです、～ く/～ にな る、～なが ら.～

ので、～ のは、～ には.も う、～の よ う、～たばか り、～時には.～

のです、～ て/～ で、～ に とって、なかなか～ ませ ん、～ うか(な)

と思い ます、～ こ とが/～ こともあ ります

テ キス ト ー「ヨ本語 中級読解入 門
」(ア ル ク)

戒績評価 の方法 出席 ・試験 ・宿題

授業科 目 総合 日本語 中級IC

担 当教官 坂 田 光美

目 標 さま ざまな形式 の文章表規 を耳か ら理解 できる よ うにな る。

内 容 各課ひ とつ の トピックスにつ いての文章 をテープを通 して聞き.そ

れ につい ての質 問に答 えてい く。文章は.各 課 ごとにの次第 に長 く

なってい くが、練習 によって.理 解 した事柄 を口頭 で も.筆 記 で も

答 え られ るよ うパ ター ン学習す る。

テ キス ト 「毎 日の聞き取 り50日v◎1.2」(凡 人社)

成績評価 の方法 出席状況 と平常点 、お よび期末試験 による総合評価。
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内 容 その課に出てくる文獣 語彙等について解説を加 えた後・長文を
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・レベル4

授 業科 目 総合 日本語 中級IIA・HB

担 当教官 田村 泰男 ・坂 田 光美

目 標 中級 レベルの文法 ・語彙 ・表現の定着 を図 る とともに長文読解能力

を養 成す る。

トピックに基づいて書かれた 日本語 中級学習者用 の読解教材 を読み

進みなが ら、 中級 レベルの文型 ・語彙 ・表現 を学習す る。

内 容 授 業では、特 に次の語彙 ・表現の解説 を行 う。

～ ざるをえない、～ よ うにな る、で きるだ け～、～おか げで、
～の よ うに、～ よ りもむ しろ～の ほ うが、～ こ とだ、～ のだ、
～ とはな しに～ してい る と、か えって～、せ めて～た ら、
～す るやいなや、お/ご ～、た とえ～て も、～(と)し てい る、
～が ち、～た/だ 上で、～わ けにはいか ない、～ うちに、
～た途端、～かね ない、～ との こ とで ある、～ にわた って、
～ とともに、ま るで～ よ うだ、～ さ/～ み/～ め

テ キス ト 「日本語 中級読解 新版」(ア ル ク)

成績評価 の方法 出席 ・試験 ・宿題

授 業科 目 総合 日本語 中級IIC

担 当教官 山中 康子

目 標 ニ ュースの聞 き取 りを通 じて、ニ ュース に特有 な表現 ・語彙 に

慣れ、必要な情報 を選択す る能力 を養 うとともに、 日本社会 に対

す る知識 を増やす こ とを 目的 とす る。

内 容(前 半)短 文聴解 日常的 な話題の聴解

1.自 然2.事 故3.生 活4.社 会

(後半)長 文聴解 総合的な話題の聴解

1.社 会経済2.政 治3.医 学4.ス ポー ツ

テ キス ト 「毎 日の 聞き取 りplus40下 」(凡 人社)

成績評価 の方法 中間試 験、期末試 験、及び 出席状況 を考慮 して評価す る。
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目 標 中級 レベルの文法 ・語彙 ・表現の定着を図るとともに長文読解

能力 を養成する。

内 容 灘 鵠繍 濃識 轟 聾ま奪欝 撫 部襲作覇
解説 を行 う。 なが ら、まい、わけだ、で も、ほ ど、な ら、ても、て く

る、て しま う、なが ら、よ う、がる、 こ とにす る/な る、～ とか～ と

か、てたま らない、ばか り、 ものだ、てみ る、 中、～ し～ し、か も

しれませ ん、つ も り、 くらい、なけれ ばな らない 、まま、～か ら～ に

か けて、 ものの、～や ら～や ら、につれ て、～ ば～ ほ ど、 として、 に

よって、 ところ、に とって、はず、 さえ、 うち

目 標 身 近な トピックに よ り、 日本 に対す る理解 を深 める とともに、多様

な場 面や 状況 を理解 し、語彙 を増やす。聞 き取 りだ けで なく、多角

的な練習に よ り、総合 的な 日本語の力 を伸ばす。

教材 を聴 く前に先 ず、

(1)イ ラス トに よって、教材 の内容 を概観す る。

内 容(2)関 連語彙や 、背景 となる知識 を導入す る。

(3)教材 の内容 に関す る短 い文 章を読 み、クイズに答 え る。

教材 を聴 いた後

(4)タ スクに答 える。

(5)話題 に関連 した補足説 明を読 み、知識 を深 め る。

(6)語彙 、表現 の定着 を図るために、 口頭練習 を行 う。

(7)音声言語 としての 日本語 につ いての理解 を深 め る。

テキス ト 「毎 日の聞 き取 りplus40上 」(凡 人社)
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・レベル5

授業科 目 日本語聴解特別演習A

担当教官 深見 兼孝

目 標 現代 日本のさまざまな問題を取 り上げた時事エ ッセイの聴解能力を

養い、併せてそれに特有の語彙 ・表現を学習する。

内 容 次のような段階を踏んで、内容を理解する練習を行 う。

後にそれを文字化 したものを読み、理解を補 う。

1)キ ーワー ドの理解 と聞き取 り

2)概 要の把握

3)細 部の聞き取 り

さらに、重要語句の使い方について練習する。

テキス ト 市販の中 ・上級用教材の一部 と付属のテープ。および担当者の自主

教材。

成績評価の方法 出席 ・試験 ・宿題

内 容iユ ースを聞き・⑳ 段階を踏んで勿 内容を購 する縮 を_
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目 標 日本語で文章を綴 ることに慣れ、自分たち外国人の 日本語を日本入

の 日本藷と比較分析することで 日本語の理解 を深める。

自分の使 う目本語 をはっきりと揖に見える形にするために、毎週 舜

内 容 講 鵡慰薫階 吊2聾 臨裟葦℃讐 跳轄
分の 日本語の問題点を考える。授業ではそれ らの 日本語作文か ら間

違っている文、あるいは何か問題がある文を例に選び、時には何通

りもある書き直 し方や関連するさまざまな文法、表現の例 と比較 し

ながら.日 本人の日本語がどのような感覚.心 理、考え方を土台 と

しているかを分析 し、さまざまな文体的事象について解説 していく

。前期は 日本語への翻訳.要 約 を多く扱う。

目 標 日本譜で文章を綴 ることに慣れ、自分たち外国人の 日本語をヨ本人

の 日本語と比較分析することで 日本語の理解 を深める。

内 容 置講 議欝 蒸ε聯 濃 膨 官徽葦℃讐 跳葦き
自分の 韓本語の問題点を考える。授業ではそれらの 旨本語作文か ら

間違っている文、あるいは何か問題がある文を例に選び.時 には何

通 りもある書き直し方や関連するさまざまな文法、表現の例と比較

しながら、日本人の日本藷がどのような感覚、心理、考え方を土台

としているかを分析 し.さ まざまな文体的事象について解説 してい

く。後期は報皆文、説明文を多く扱 う。

成績評価の方法 提轟作文、テス ト
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目 標 日本の諺を教材にして、時には世界各国の諺 と対照比較 し、日本語

的な表現法、比喩表現の面白さ、日本的な考え方、 日本の文化や風

土などの理解 を目指す。

日本の代表的な諺 を、時には世界各国の諺 と対照比較 しながら、留

内 容 学生達の意見を発表してもらい、ディスカッションする。 日本語的

な表現法を学習 し、各々の諺が持っているテーマや特徴を、簡単な

クイズ形式の設問を用いて、考えてみる機会を与える。

テーマ別には、以下に掲げる通 りである。

1.諺の表現法2.親 と子3.夫 婦4.恋 愛

5.油断と用心6.欲7.酒8.友9.秘 密

テキス ト 自主教材、金子武雄 『日本の諺』(1982年)等

成績評価の方法 授業への出席状況とレポー トによって評価する。

授業科 目 日本語表現特別演習B

目 標 日本の諺を教材にして、時には世界各国の諺 と対照比較 し、日本語

的な表現法、比喩表現の面白さ、日本的な考え方、 日本の文化や風

土などの理解 を目指す。

内 容 昌勢霧 鱗 濃 聯 勢 難型粥 顕 ミ瞬
的な表 現法 を学習 し、各 々の諺 が持 っているテ ーマや特徴 を、簡単

な クイズ形 式の設 問 を用いて、考 えてみ る機会 を与 える。テーマ別

には、以下に掲げ る通 りであ る。

1.睡眠2.病 気3.生 死4.季 節5.天 候

6.学者7.教 育8.義 理9.動 物 と比喩

テキス ト 自主教材 、金 子武雄 『日本の諺』(1982年)等

成績評価 の方法 授 業への出席 状況 とレポー トによって評価す る。
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授業科 目 日本語語彙特別演習A

担当教官 田村 泰男

目 標 常用漢字に採択されている漢字の訓読みや慣用句、擬音語 ・擬態語

を学習することによって、より自然な 日本語表現能力の習得を目指

す。

内 容1.漢 字の訓読み

2.同訓異字

3.各種比喩表現

4.身 体語彙 を使った慣用句

5.動植物の語彙を使った慣用句

6.擬音語 ・擬態語

成績評価の方法 テス ト、出席、宿題

授業科 目 日本語語彙特別演習B

担当教官 田村 泰男

目 標 慣用的な読み方をする漢字や類義語、接頭辞 ・接尾辞などを学習す

ることによって、日本語での表現能力を高めるとともに、各種類意

表現のもつ意味上の微妙な違いについての理解 をはかる。

内 容1.特 別な読み方をする漢字

2.送り仮名によって読み方の違 う漢字

3読 み方が二通 りある漢字熟語

4.国字5.畳 語6.類 義語 ・類意表現

7若 者語8.外 来語9接 頭辞 ・接尾辞

テキス ト プ リン トを配布する。

成績評価の方法 テス ト、出席、宿題
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日本映画 ・アニメーションを見ていく中で、1)日本語の音声に関す

目 標 る解説および聞き取 り練習を行 うこと、2)セ リフに出てくる語の用

法 ・意味の解説 を通 じて語彙を増やすこと、3)映画の中で出演者が

なぜそのように振る舞 うかとい うことを通 じて 日本人の考え方を理

解すること、4)映画の中で扱われるエ ピソー ドを通 じて日本の文化

を知ることを目標 とする。

内 容 第1週=第9週
「金融腐食列 島」を最後まで見た後、 も う一度最初か ら少 しずつ

音声、語 彙、行 動等 について質問、解 説 を行 う。

第10週 一第15週

「うる星やつ ら」 を見た後、 も う一度最初か ら少 しずっ音声、

語彙 、行 動等について質問、解説 を行 う。

日本 映画 ・アニメーシ ョンを見てい く中で、

1)日本語 の音声 に関す る解説お よび 聞き取 り練習 を行 うこ と

目 標2)セ リフに出て くる語 の用法 ・意味 の解説 を通 じて語彙 を増やす

こと

3)映 画の 中で 出演者が なぜそ のよ うに振 る舞 うか とい うこ とを通 じ

て 日本 人の考 え方 を理解 す ること

4)映 画の 中で扱われ るエ ピソー ドを通 じて 日本 の文化 を知 るこ とを

目標 とす る。

内 容 映画 ・アニメーシ ョンを見た後 、も う一度最初 か ら少 しずつ音声 、

語彙 、行 動等について質問、解 説 を行 う。
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・日本事情

授 業科 目 日本の社会 ・文化A

担 当教官 中矢 礼美

目 標 この授 業の 目標 は、現代 日本 にお ける特徴的 な社会現象 あるい は問

題 をと りあげ、社 会学、生命倫理学 、教育学 の視点 か ら読み解 き、

日本の社会 と文化 に対す る認識 をよ り深 めるこ とで ある。

内 容1.2.若 者の ライ フス タイル と職業意識

3.4.日 本 にお ける 「中流階級文化」

5.6.ジ ェンダー フ リー7.試 験

8.9.生 命倫理10.11.12.現 代家族 の様相

13.14.現 代の教育課題 と教育改革15.試 験.

テキス ト テ キス トは特 にな し。毎回の授 業テーマ に沿 った資料 をコピー して

配布 す る。

成績評価 の方法 出席50%、 試 験50%

授 業科 目 日本の社会 ・文化B

担 当教官 中矢 礼美

目 標 この授 業の 目標 は、現代 日本 にお ける特徴的 な社会現象 あるい は

問題 を とりあげ、社会学、教育学、人類学 の視点 か ら読み解 き、

日本の社会 と文化 に対す る認識 をよ り深 めるこ とで ある。

1.2.メ デ ィア とは何か

内 容3.4.サ ブカルチ ャー とは何か

5.6.少 年犯罪

7.試 験

8.9.男 性学 と女性学

10.11.教 育問題一 不登校 ・学級崩壊

12.13.14.観 光人類学 一観光 の しかけ ・観光 が作 り出す文化

15.試 験

テキス ト テ キス トは特 にな し。毎回の授 業テーマ に沿 った資料 をコピー して

配布 す る。

成績評価 の方法 出席50%、 試 験50%
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目 標 日本の地域 と文化 を理解すること。

内 容 姿踏調 欝 醗 鹸 磐鱒 幾難 落 鱒の
DVDな どを使って,実 際の映像から日本の地域や文化を広 く理解

す る。また,ゲ ス トを招いて,さ まざまな地域の紹介や討論を行

う。地域 と文化Aで は,日 本の南の地域(東京か ら南)を 中心に紹介

す る。

目 標 日本の地域 と文化 を理解すること。

内 容 地域 と文化Aと 引き続 き,広 島大学の留学生を対象に,日 本の地域

と文化を紹介する。地域の文化遺産,風 土,人 々の生活を探ってい

く。授業では,ビ デオ,DVDな どを使って,実 際の映像か ら日本

の地域や文化 を広く理解する。また,ゲ ス トを招いて,さ まざま

な地域の紹介や討論を行 う。地域と文化Bで は,日 本の北の地域

(東 京 より北)を 中心に紹介する。
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・特定研究

目 標 一連の特別講義 、および見学 ・実習か ら、高度な日本語の知識や

運用能力を身に付け、 日本および広島周辺の社会 ・文化についての

理解 を深める。

内 容 日本語 ・日本文化研修プログラムの一環 として、日本語 ・日本文化

に関する講義 、 日本および広島周辺地域における社会、産業、文化

を理解するための実地研修な らびに研究指導を行なう。

オ リエンテーション、 日本語 ・日本文化特別講義1～VI、

地域研修1～VI、 研修 レポー ト構想発表

目 標 一連の特別講義、および見学 ・実習から、高度な日本語の知識や運

用能力を身に付け、日本および広島周辺の社会 ・文化についての理

解 を深める。

日本語 ・日本文化研修プログラムの一環 として、日本語 ・日本文化

内 容 轟 難 あ膝欝綴思灘 鱒宴騰 諜 文化
オ リエ ンテー シ ョン

研 修 レポー ト構想発表

日本語 ・日本文化特別講義VII～XII

地域研 修VII～XII

研 修 レポー ト要 旨発表

成績評価 の方法 出席 ・レポー ト・宿題
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(霞キャンパス)
・レベル1

授業科 目 総合 日本語初級IA

担当教官 山中 康子

目 標 かな及び基本的な漢字の読み方 ・書き方、初歩的な文法を習得 させ

る。

内 容1・ 文字の導入
2基 本文型の導入

3.音読練習

4.口頭及び筆記による応用練習

テキス ト 「みんなの 日本語初級1本 冊」(ス リーエーネ ットワーク)

成績評価の方法 出席 ・試験 ・宿題
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・レベル2

授業科 目 総合 日本語初級IIA

担当教官 渡部 浩見

目 標 初級後半 レベルの基礎的な語彙 ・文型 ・表現を学習 し、併せて種々

の場面に応 じた実用的な 日本語表現能力を習得 させる。

第1週 一第5週

依頼表現、可能表現、継続 ・習慣の表現、、理由の表現、、意志 ・予

内 容 器韓 轟 摯 騨/他 蝋 推量表現 忠告の観

第6週 一第10週

時間表現、付帯状況の表現、条件表 現、 目的 ・目標 の表現 、状態

変化の表現、受身表現、形 式名詞 、理 由 ・原 因の表現 、疑 問詞疑

問文、試 行の表現、テス ト(2)

第11週 一第15週

授 受表現、 目的の表現、様態 の表現 、移動 の表現 、難易 表現 、伝

聞表現、使 役表現、敬語、テス ト(3)

テ キス ト 「みんなの 日本語初級II本 冊」(ス リーエーネ ッ トワー ク)

成績評価 の方法 出席 ・試験
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日 本 語 教 育 部 門:留 学 生 関 係 科 目

(2006年4月 ～2007年3.月)

田 村 泰 男

1.授 業 科 目 一 覧

・東 広 島 キ ヤ ン パ ス

開 設 学 期 別 週 授 業 時 数 備 考

授 業 科 目

単 位 数 前 期 後 期

広 島 大 学 短 期 交ElementaryJapaneseIA22

換 留 学 生 の た め

ElementaryJapaneseIB22の 授 業 で あ る 。

ElementaryJapaneseIC22

ElementaryJapaneseID22

ElementaryJapaneseIIA2・222

ElementaryJapaneseIIB2・222

ElementaryJapaneseIIC2・222

1ntermediateJapaneseIA22

1ntermediateJapaneseIB22

1ntermediateJapaneseIC22

1ntermediateJapaneseID22

1ntermediateJapaneseIE22

1ntermediateJapaneseIF22

1ntermediateJapaneseIIA22

1ntermediateJapaneseIIB22

1ntermediateJapaneseIIC22

1ntermediateJapaneseIID22

1ntermediateJapaneseIIE22

1ntermediateJapaneseIIF22
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AdvancedJapaneseA(Listening)22

AdvancedJapaneseB(Listening)22

AdvancedJapaneseA(Analysis)22

AdvancedJapaneseB(Analysis)22

AdvancedJapaneseA(Expression)22

AdvancedJapaneseB(Expression)22

AdvancedJapaneseA(Classical)22

AdvancedJapaneseB(Classical)22

AdvancedJapaneseA(Lexical)22

AdvancedJapaneseB(Lexical)22

AdvancedJapaneseA(Cinema)22

AdvancedJapaneseB(Cinema)22

JapaneseSocietyandCultureA22

JapaneseSocietyandCultureB22

JapaneseThoughtandPhilosophyA22

JapaneseThoughtandPhilosophyB22

JapaneseCommunityandCultureA22

JapaneseCommunityandCultureB22
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2.授 業内容

(東広 島キヤ ンパ ス)
・レベル1

授業科 目ElementaryJapaneseIA'IB●IC●ID

担 当教官 堀 田 泰 司 ・渡辺 久美

目 標 かな及び基本 的な漢字 の読み方 ・書 き方 、初歩 的な文法 を習得

させ る。

内 容1.文 字の導入2基 本文型 の導入

3.音読練習4.口 頭及び筆記 による応用練習

テ キス ト 「み んなの 日本語初級1本 冊」(ス リーエーネ ッ トワーク)

成績評価 の方法 出席 ・試験 ・宿題

・レベル2

授業科 目ElementaryJapaneseIIA●IIB●IIC

担 当教官 恒松 直美 ・松崎 寛

目 標 初級後半 レベル の基礎 的な語彙 ・文型 ・表 現を学習 し、併せ て種 々

の場面 に応 じた実用 的な 日本語表現能力 を習得 させ る。

第1週 一第5週

依頼表現、可能表現、継続 ・習慣 の表現、理 由の表現、意志 ・予

内 容 器螺 愚 摯 騨/緻 雛 量規 忠告の規

第6週 一第10週

時間表現 、付帯状況 の表現、条件表現、 目的 ・目標 の表 現、状態

変化 の表現 、受身表現、形式名詞、理 由 ・原 因の表現、疑 問詞疑

問文 、試行 の表現 、テ ス ト(2)

第11週 一第15週

授受表現 、 目的 の表現、様態の表現、移 動の表現、難易表 現、伝

聞表現 、使役表現 、敬語 、テス ト(3)

テ キス ト 「み んなの 日本語初級II本 冊」(ス リーエーネ ッ トワーク)

成績評価 の方法 出席 ・小テ ス ト ・宿題 ・中間期末試験
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・レベル3

授業科 目IntermediateJapaneseIA●IB

担 当教官 石原 淳也

目 標 中級 レベル の長い文章 を読み 、それ が何 を伝 え よ うとした ものであ

るかを確実 に読み とる読解力 を身 に付 け、さらにその内容 を的確 に言

語表現 できる能力 を養 うこ とを 目標 とす る。

そ の課 に出て くる文型 、語彙等 について解 説 を加 えた後、長文 を 読

内 容 み 内容 を理解 した うえで、長文 の内容 につ いての質 問に答 え る。 適

宜 、 トピックに関連 した 日本文化 につ いての解説 を加 える。

第1週 ～第7週

新宿、工場見学、方言、思い出の人形、 日本 間、青 と緑 、テス ト(

1)

第8週 ～第15週

マ ンガ 、志 のままに、す し、河童 、寄席 、睡眠、テス ト(2)

テ キス ト 「日本語2ndス テ ップ」(白 帝社)

成績評価 の方法 出席 ・試験 ・宿題

内 容 聞き
、それ についての質問 に答 えてし・く。文章は、各課 ごとに次第
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・レベル4

授 業科 目IntermediateJapaneseIIA●IIB

目 標 中級 レベル の文法 ・語彙 ・表現 の定着 を図 るとともに長文読解

能力 を養 成す る。

内 容 費 纏 』膿 瑠 撫 幣 魏叢謂藁鶉騰
を行 う。なが ら、まい、わ けだ、で も、 ほ ど、 な ら、て も、て くる、

て しま う、なが ら、 よ う、が る、 こ とにす る/な る、～ とか～ とか、

てたま らない、 ばか り、 ものだ、てみ る、 中、～ し～ し、 かも しれ

ません、つ も り、 くらい、なけれ ばな らない、まま、～か ら～ にかけ

て、 ものの、～や ら～や ら、につれ て、～ ば～ほ ど、 として、 によっ

て、 ところ、 にとって、はず、 さえ、 うち

授 業科 目Inte㎜ediateJapaneseIIC

目 標 身近な トピックによ り、 日本 に対す る理解 を深 め るとともに、多様

な場面や状況 を理解 し、語彙 を増やす。 聞き取 りだけでな く、多角

的な練習 によ り、総合的 な 日本語の力 を伸 ばす。

内 容 る墾灘 無 撫 蠕 織 麟 諮葱郷 諜紘
す る短い文章 を読み、 クイズ に答 える。

教材 を聴 いた後、(4)タ スクに答 え る。(5)話 題 に関連 した補足説 明

を読み、知識 を深 める。(6)語 彙、表 現の定着 を図 るために、 口頭練習

を行 う。(7)音 声言語 としての 日本語 についての理解 を深 め る。

テ キス ト 「毎 日の聞 き取 りplus40上 」(凡 人社)
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授 業科 目IntermediateJapaneseIID・IIE

担 当教官 田村 泰男

目 標 中級 レベル の文法 ・語彙 ・表現の定着 を図 るとともに長文読解 能力

を養成 す る。

トピックに基づいて書かれた 日本語 中級学習者 用の読解教材 を読み

進 みなが ら、 中級 レベル の文型 ・語彙 ・表現 を学習す る。

内 容 授 業では、特に次の語彙 ・表現の解 説 を行 う。

～ ざるを えない、～ よ うにな る、で きるだ け～、～おか げで、
～の よ うに、～ よ りもむ しろ～のほ うが、～ ことだ、～のだ、
～ とはな しに～ してい ると、か えって～、せ めて～た ら、
～す るやいなや、お/ご ～、た とえ～て も、～(と)し てい る、
～が ち、～た/だ 上で、～わ けにはいかない、～ うちに、
～た途端、～かねない、～ との ことで ある、～ にわた って、
～ とともに、ま るで～ よ うだ、～ さ/～ み/～ め

テキス ト 「日本 語 中級 読解新版 」(ア ル ク)

成績評価 の方法 出席 ・試 験 ・宿題

授 業科 目IntermediateJapaneseIIF

担 当教官 坂 田 光美

目 標 ニ ュースの聞き取 りを通 じて、ニ ュース に特有な表現 ・語彙 に

慣 れ、必要な情報 を選択す る能力 を養 うと ともに、 日本社会 に対

す る知識 を増やす ことを 目的 とす る。

内 容(前 半)短 文聴解 日常的な話題 の聴解

1.自 然2.事 故3.生 活4.社 会

(後半)長 文聴解 総合 的な話題 の聴解

1.社 会経済2.政 治3.医 学4.ス ポーツ

テキス ト 「毎 日の聞き取 りplus40下 」(凡 人社)

成績評価 の方法 中間試 験、期 末試 験、及 び出席 状況 を考慮 して評価 す る。
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・レベル5

授 業科 目AdvancedJapaneseA(Listening)

担 当教官 深見 兼孝

目 標 現代 日本の さま ざまな問題 を取 り上 げた時事エ ッセイ の聴解能力 を

養 い、併せてそれ に特有の語彙 ・表現 を学習す る。

内 容 次の よ うな段階 を踏んで、 内容 を理解す る練習 を行 う。

後 にそれ を文字化 した もの を読み、理解 を補 う。

1)キ ー ワー ドの理解 と聞 き取 り

2)概 要の把握

3)細 部の聞 き取 り

さらに、重要語句の使 い方 について練習す る。

テキス ト 市販 の 中 ・上級用教材 の一部 と付属 のテープ。お よび担 当者の 自主

教材 。

成績評価 の方法 出席 ・試 験 ・宿題

内 容 二子一スを聞き・次の段階を踏廼 その内容を理解する縮 鑑
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授 業科 目AdvancedJapaneseA(Analysis)

目 標 日本語 で文章 を綴 ることに慣 れ、自分た ち外国人の 日本語 を 日本人

の 日本 語 と比較分析 す ることで 日本語の理解 を深 める。

内 容 灘 藷黙 階 誘 鰹 喋 輩難 欝燈 吾
分の 日本語 の問題 点 を考 える。授 業ではそれ らの 日本語作文か ら間

違 ってい る文、あ るいは何か問題 が ある文 を例 に選び、時 には何通

りもあ る書き直 し方や関連す るさま ざまな文法、表現の例 と比較 し

なが ら、 日本 人の 日本 語が どの よ うな感 覚、心理、考 え方 を土台 と

してい るか を分析 し、 さま ざまな文体的事象 について解 説 してい く

。 前期 は 日本 語への翻訳、要約 を多 く扱 う。

授 業科 目AdvancedJapaneseB(Analysis)

目 標 日本語 で文章 を綴 ることに慣 れ、自分た ち外国人の 日本語 を 日本人

の 日本 語 と比較分析 す ることで 日本語の理解 を深 める。

内 容 甚講 講轟 階 嘱 鰹 塊篇蹴 嚇 燈
自分の 日本語の問題点を考える。授業ではそれ らの 日本語作文か ら

間違っている文、あるいは何か問題がある文を例に選び、時には何

通 りもある書き直し方や関連するさまざまな文法、表現の例と比較

しながら、日本人の日本語がどのような感覚、心理、考え方を土台

としているかを分析 し、さまざまな文体的事象について解説 してい

く。後期は報告文、説明文を多く扱 う。
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授 業科 目AdvancedJapaneseA(ExPression)

目 標 日本 の諺 を教材 に して、時には世界各 国の諺 と対照比較 し、 日本語

的な表現法、比喩表現 の面 白さ、 日本的 な考 え方、 日本の文化や風

土な どの理解 を 目指す。

日本 の代 表的な諺 を、時には世界各 国の諺 と対照比較 しなが ら、留

内 容 学生達の意見 を発 表 して も らい、デ ィスカ ッシ ョンす る。 日本語的

な表 現法 を学習 し、各 々の諺 が持 っているテーマや特徴 を、簡単な

クイズ形 式の設 問 を用いて、考 えてみ る機 会 を与 える。

テーマ別 には、以下に掲げ る通 りで ある。

1.諺 の表 現法2.親 と子3.夫 婦4.恋 愛

5.油 断 と用心6.欲7.酒8.友9.秘 密

授 業科 目AdvancedJapaneseB(Expression)

目 標 日本 の諺 を教材 に して、時には世界各 国の諺 と対照比較 し、 日本語

的な表現法、比喩表現 の面 白さ、 日本的 な考 え方、 日本の文化や風

土な どの理解 を 目指す。

内 容 晶契騨 織 濃 聯 働 難型粥 ㌻籍 籍
的な表現法 を学習 し、各 々の諺 が持 っているテーマや特徴 を、簡単

な クイズ形式の設 問 を用いて、考 えてみ る機会 を与 える。テーマ別

には、以下に掲げ る通 りで ある。

1.睡眠2.病 気3.生 死4.季 節5.天 候

6.学者7.教 育8.義 理9.動 物 と比喩
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授 業科 目AdvancedJapaneseA(Lexical)

目 標 常用漢字に採 択 されてい る漢字の訓読みや慣 用句、擬音語 ・擬 態語

を学習す ることに よって、よ り自然な 日本語表現能力の習得 を 目指

す。

内 容1.漢 字の訓読み

2.同 訓異字

3.各 種 比喩表現

4.身 体語彙 を使 った慣 用句

5.動 植 物の語彙 を使 った慣 用句

6.擬 音語 ・擬 態語

成績評価 の方法 テス ト、出席 、宿題

授 業科 目AdvancedJapaneseB(Lexical)

目 標 慣用 的な読み方 をす る漢字や類 義語、接頭辞 ・接 尾辞な どを学習す

ることに よって、 日本語 での表現能力 を高 める とともに、各種類意

表 現の もつ意味上の微 妙な違い についての理解 をはか る。

内 容1.特 別 な読み方 をす る漢字

2.送 り仮名 によって読み方 の違 う漢字

3読 み方 が二通 りある漢字熟語

4.国字5.畳 語6.類 義語 ・類意表現

7若 者語8.外 来語9接 頭辞 ・接尾辞

成績評価 の方法 テス ト、出席 、宿題
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授 業 科 目AdvancedJapaneseA(Cinema)

目 標 る耀額 痛ζ藤 晶嬰 疏掲)昇恋酸 翻 苗
法 ・意味の解説 を通 じて語彙を増やすこと、3)映画の中で出演者が

なぜそのように振る舞 うかとい うことを通 じて 日本人の考え方を理

解すること、4)映画の中で扱われるエ ピソー ドを通 じて日本の文化

を知ることを目標 とする。

内 容 第1週=第9週
「金融腐食列 島」を最後まで見た後、 も う一度最初か ら少 しずつ

音声、語 彙、行 動等 について質問、解 説 を行 う。

第10週 一第15週

「うる星やつ ら」 を見た後、 も う一度最初か ら少 しずっ音声、

語彙 、行 動等について質問、解説 を行 う。

授 業科 目AdvancedJapaneseB(Cinema)

日本 映画 ・アニメーシ ョンを見てい く中で、

1)日本語 の音声 に関す る解説お よび 聞き取 り練習 を行 うこ と

目 標2)セ リフに出て くる語 の用法 ・意味 の解説 を通 じて語彙 を増やす

こと

3)映 画の 中で 出演者が なぜそ のよ うに振 る舞 うか とい うこ とを通 じ

て 日本 人の考 え方 を理解 す ること

4)映 画の 中で扱われ るエ ピソー ドを通 じて 日本 の文化 を知 るこ とを

目標 とす る。

内 容 映画 ・アニメーシ ョンを見た後 、も う一度最初 か ら少 しずつ音声 、

語彙 、行 動等について質問、解 説 を行 う。
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・日本事情

授 業科 目JapaneseSocietyandCultureA

担 当教官 中矢 礼美

目 標 この授 業の 目標は、現代 日本 にお ける特徴的 な社会現象 あるい は問

題 をと りあげ、社 会学、生命倫理 学、教育学 の視点 か ら読み解 き、

日本の社会 と文化 に対す る認識 をよ り深 めるこ とで ある。

内 容1.2.若 者の ライ フス タイル と職業意識

3.4.日 本 にお ける 「中流階級文化」

5.6.ジ ェンダー フ リー7.試 験

8.9.生 命 倫理10.11.12.現 代家族 の様相

13.14.現 代の教育課題 と教育改革15.試 験.

テ キス ト テ キス トは特 にな し。毎回の授業テーマ に沿 った資料 をコピー して

配布 す る。

成績評価 の方法 出席50%、 試 験50%

授 業科 目JapaneseSocietyandCultureB

目 標 この授 業の 目標は、現代 日本 にお ける特徴的 な社会現象 あるい は

問題 をと りあげ、社会学、教育学、人類学の視点か ら読み解 き、

日本の社会 と文化 に対す る認識 をよ り深 めるこ とで ある。

1.2.メ デ ィア とは何か

内 容3.4.サ ブカルチ ャー とは何か

5.6.少 年犯罪

7.試 験

8.9.男 性 学 と女性学

10.11.教 育問題一 不登校 ・学級崩壊

12.13.14.観 光人類学 一観光 の しかけ ・観光 が作 り出す文化

15.試 験

テ キス ト テ キス トは特 にな し。毎回の授業テーマ に沿 った資料 をコピー して

配布 す る。

成績評価 の方法 出席50%、 試 験50%
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授 業科 目JapaneseCommunityandCultureA

担 当教官 玉岡 賀 津雄

日本 の地域 と文化 を理解 す ること。

内 容 広島大学の留学生 を対象 に,日 本 の地域 と文化 を紹介す る。地域の

文化 遺産,風 土,人 々の生活 を探ってい く。授 業では,ビ デオ,

DVDな どを使 って,実 際 の映像 か ら 日本 の地域や文化 を広 く理解

す る。 また,ゲ ス トを招い て,さ ま ざまな地域 の紹介や討論 を行

う。地域 と文化Aで は,日 本 の南の地域(東 京 か ら南)を 中心に紹介

す る。

成績評価 の方法 日々の授 業への出席 と活発 な参加 ・短い事例報告 ・短い発表。

授 業科 目JapaneseCommunityandCultureB

担 当教官 玉岡 賀 津雄

日本 の地域 と文化 を理解 す ること。

内 容 地域 と文化Aと 引 き続 き,広 島大学 の留学生 を対象 に,日 本の地域

と文化 を紹介 す る。地域 の文化遺産,風 土,人 々の生活 を探 ってい

く。授業で は,ビ デ オ,DVDな どを使 って,実 際の映像か ら日本

の地域や 文化 を広 く理解 す る。また,ゲ ス トを招い て,さ ま ざま

な地域 の紹介 や討 論 を行 う。地域 と文化Bで は,日 本の北の地域

(東京 よ り北)を 中心に紹介す る。

成績評価 の方法 日々の授 業への出席 と活発 な参加 ・短い事例報告 ・短い発 表。
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第21期(2⑪ ⑪6--2⑪ ⑪7)

日本 語 ・日本 文 化 研 修 プ ロ グ ラム

石原 淳也

くプログラム概要〉

本プログラムは.本 留学生センターで受け入れる大使館推薦による 「日本語 ・日本文化

研修 プログラム」研修留学生を中心に.部 局問協定に基づき教育学部で受け入れ られてい

る 「日本語 ・日本文化薪修プログラム」薪修留学生を蛸象に加え.留 学生センターの四人

の教員からなる 「日本藷 ・日本文化研修プログラム実施委員会」により運営されている。

また、本プログラムは(1)全 学の留学生向けの 「日本語 ・日本事情」で開設されているク

ラスから選択履修する 「日本語研修」、 ② 学内外の講師による特劉講義および文化施設 ・

文化財等の見学などからなる 鞍 本語 ・日本文化特甥研究1,II」、そ して(3)指 導教官の

もとでの 「個別指導お よび課題研究」の三っの内容により構成 されている。

研修生は 「個別指導および課題研究」での研究経過を 「日本語 ・日本文化特劉研究1,II」

の時間中に構想発表および中間発表 として発表するとともに.修 了式の前に行われる研修

成果発表会においてその薪究の成果を発表 し.指 導教官 と留学生センターに レポー トを提

出する。留学生センターでは毎年 これ らをまとめて研修 レポー ト集 として刊行 している。

〈受け入れ学生の概要 〉

第21期 の研修留学生の出身国.男 女比の講成は次の通 りであった(括 弧内は、うち部局

問協定に基づ く教育学部受け入れ人数。)。

男子5女 子4(2)

出身国

イン ド2、 中国3(D.イ ン ドネシア1、 イタ リア1.シ リア1.ニ ュージーラン ド1.
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<特 別講義等>

17年 度(第21期)日 本語 ・日本文化 蒋別研 究.お よび.そ の他の行事は.以 下の通 り

で ある。

2005年 度後期(第 瓢 期繭 半)日 本語 ・日本文化研修 プ ログ ラム(特 別研 究D

lo月

8(土)(西 条オ リエ ンテー シ ョンバス ツアー)**

12(火)13110開 講式 石原

1313⑪ オ リエ ンテー シ ョン 中灘

14(金)特 劉 講義 「コンピュー タ利用」 中瑚

21(金)広 島見学1(広 島城 ・平和公園)石 原

28(金)サ タケ見学=中 州

11月

魂(金)大 学祭

ll(金)広 島見学2(比 治 山現代美術館 ほか)中 規

19(土)リ ンゴ狩 り**

25(金)宮 島見学 石原

12月

2(金)特 別講義 「日本の考古学」 古瀬1文 学研 究科

9(金)特 別講義 「日本人 に とって の平和 松尾:国 際協力研 究科

16(金)西 条酒造会社見学 田村

1月

14磁5(土 一目)江 田島国際交流 キャンプ**

20(金)マ ツ ダ見学 田村

27(金)福 山見学 田村

2月

3(金)特 劉 講義 「偉 句」 浮 田

3月

3⑪一31(*)瀬 戸 内海 しま なみ研修 ツアー 中凋
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2006年 度前期(第21期 後 半)日 本語 ・目本文化研修 プ ログ ラム(蒋 別研 究ID

4月

14(金)オ リエ ンテー シ ョン2中 川

21(金)尾 道見学 田村

28(金)休 講(研 修 レポー ト構想発表 の準備)

5月

5(金)休 日

12(金)研 修 レポー ト構想発表 石原

19(金)特 別講義 「日本 の教育」 田畑:国 際協力研究科

26(金)特 別講義 「規代 日本語 の語彙」 田村

6月

2(金)特 別講義 「沖縄 のこ とば」 多和 田

9(金)特 別講義 「日本 の考古学」 古瀬:文 学研究科

16(金)呉 市 ・下蒲刈 島見学 中川

23(金)特 劉講義 「フェ ミニズ ム/ス ピ リチ ュア リズ ム」 恒松

30(金)特 別講義 「日本語音声学 ・音韻論」 石原

7月

7(金 〉 特別講義 「日本語 と文体」 中州

14(金)研 修 レポー ト中間発表 石原

21(金)特 別講義 「文化比較 の視点」 浮 田

28(金)松 江 ・出雲見学旅行 石原

9月

1(金)レ ポー ト提 出締 め切 り 石原

5(火)修 了式.研 修 レポー ト発表会
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第7期 平成18年 度(2006年 度)

日韓共 同理 工系学部留学生事業入学前予備教育

石原淳也

平成1⑪ 年 鱒 月の 順 韓共同宣言」、平成12年8月 に文部省より通

知のあった 職 韓共同理工系学部留学生事業実施要項」.嗣年8月 に決

定 された 「広島大学 昌韓理工系学部留学生事業」実施要項お よび 「広

島大学 日韓理工系学部留学生事業」入学前予備教育実施要項に基づき、

平成12年U月 より広島大学においても学部入学前予備教育生に対す

る 「広島大学 日韓理工系学部留学生事業」の予備教育が開始 された。

以来、平成15年 度まで各5名 ずつ、平成16年 度は2名 、17年度5名.

そ して本18年 度は4名 の受け入れとなった。

留学生センターは岡事業の立ち上げ投階である平成12年6月 の 「広

島大学 日韓共同理工系学部留学生事業」ワーキンググループ(国 際交

流委員会の下に設置 され、同年8月r広 島大学 騨韓理工系学部留学生

事業』実施部会 となる。)の 発足段階か ら同事業の予備教育実施機関 と

して中心的な役割を果た してきた(平 成12年 度、13年 度の経緯につい

ては多和田教授による 「広島大学 日韓理工系学部留学生事業発足前後」

『広島大学留学生教育第6号 』を参照。)が.法 人化による国際交流委

員会の廃止で、平成 お年度 よりザ広島大学 日韓理工系学部留学生事業」

実施部会は留学生セ ンター運営委員会のもとに組織 されることとな り.

本事業に対する留学生センターの関与はより大きくなってきている。

本事業において留学生センターは

1.「 広島大学 目韓共嗣理工系学部留学生事業」実施部会への参加

2、 「広島大学 日韓共同理工系学部留学生事業」予備教育の実施

3。学部入学前予備教育生に対する修学上 ・生活上の指導 ・助言(セ ン

ターの部会委員は予備教育期間中指導教員 となる)

4、 「広島大学 日韓共同理工系学部留学生事業」予備教育の計画策定
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5.見 学 引率

6.日 本語教育謝金講師の指導 ・サポー ト

7.そ の他謝金講師 のサ ポー ト

8.予 備教育講師謝金等経費の管理

9.学 生チ ュー ターの指導

等 の業務 を行 ってい る。

日韓共 同理工系学部留学生事業協議会 について

7月21日 に金沢 にて 「日韓共同理 工系学部留 学生事業協議会 」が開

催 され 、石原 助教授 が参加 。韓 国国内での予備教 育の実施状況 、お よ

び文科省 担 当者 、 キ ョンヒ大学担 当者 、 他大学担 当者 との意見交換 を

行 った。

推進 フェア について

9月11日 韓国 ソウル 市 「国際教育振 興院」にて開催 され た 「推進 フ

ェア」 に多和 田教授(実 施 部会長)、 中川実施副部会長 ・教授(工 学研

究科)、 石原助教授(実 施部会委員)の 三名が参加 。選抜試験一・次合格

者 に対 し、広 島大学 につ いての説 明お よび リクルーテ ィングを行 った。

予備 教育 について

平成15年 度までは、入学前予備 教育において、 日韓 共同理 工系学部留

学生用 に特別の 日本語教育 を開講 していたが、平成16年 度か らは全学

の留学生 に向け開講 されてい る 「日本語 ・日本 事情 」の レベル3と レ

ベル4を 週 当た り計6コ マ(12時 間)履 修 させ るこ ととなった。また、

この変 更に伴 い、学生 の 日本語能力 の差 にきめ細 か く 目配 りでき るよ

う、17年 度 よ り、本 予備教 育生用 に 日本語会話 、日本語作文 を各1コ マ

開設す るこ ととした。 また、本年度 も生物系 の学科 へ進 学す る可能性

のある者 がい るため、昨年 度 に引き続 き生物 のク ラス を開設す る こ と

とした。なお、本18年 度 にお ける主 な行事、予備 教育科 目お よび週 当

た り時 間数 は以下の通 りで ある。
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期間 行事等 見学(金曜)備 考

w1翻 ・/1511藷 旱講 薪

2⑪広 島城.W21⑪/16級0/22

平 麹 公 園見 学

W310/234⑪/2929留 学 生 バ スツアー

W410/30哩1/53文 化 の 日 金 なし

W511/641/12

W611/13-11/19

W711/20-11/2623勤 労感 謝 の 日24宮 島 見学 木 なし

W811/27-12/3

Wgl2/4-12/10

Wl⑪1黛/IH2/17

Wlll2/1842/2423天 皇誕 生 日 金 なし

冬 休 み(12/23趨/9)

W121/8-1/148成 人 の 日 月 なし

W131/15唖/2119マ ツダ 見 学

Wl41/22-1/28

W151/2創2/4

Wl62/5-2/11修 了式

しまな み研 修 旅 行
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鍔 火 水 木 金

化学 嘔 物理 蒙 数学 瑚 物理 雁 日本語会詣1

岩本 小西 囲本 奥野 坂騨

日本語L4日 本語 購 日本語L4文 化論窯

田耕 瀧辺 坂田 坂田

欝 噸1膿 壽 日欝4日 難 購 鷺 作1文

艦 学 蹴 生 糊 数 学 量尋

山 田朋 韓 山 田誓

一一88-一



平 成 ⑱ 年 度 指 導 離 門 活 動 報 告 お よ び

広 島 大 学 留 学 生 支 援 調 査 の 詰 果 報 告

広島大学留学生セ ンター指導部 門

教 授 玉岡 賀津雄

准教授 中矢 礼 美

至.2⑪⑪6年 前期 の広 島大 学留学生支援調 査 購 足度指標 」の結果報告

1.1調 査対象お よび回答者 の属性

広 島大学留学生課 よ り入 手 した リス トに従 って,2006年5月1日 の現在で広 畠

大 学に登録 した留学生727名 全員 に質 問紙 を酉己布 した.こ の内,質 問紙 に回答 した

のは235名 で あった.し たがって,有 効 回答率32。32パ ーセ ン トで あった.こ れ ら

の回答者 の学籍 は,大 学院生が134名(57.0%),学 部生 が22名(9.4%),研 究生 が

41名(17、4%),そ の他 が8名(3、4%)で あった、30名(12、8%)の 留学 生は記述が なか

った.出 身国 ・地域 は,中 国が89名(37.9%),韓 国が15名(6.4%),台 湾が6名(2.6%),

マ レイシアが12名(5.1%),イ ン ドネ シアが11名(4.5%),そ の他 が33名(14.0%)

で,未 記入69名(29.4%)で あった.ま た,女 性 が103名(43.8%)で,男 性は,107

名(45.5%)で あった.未 記入 が25名q⑪.6%)で あった.ま た,私 費 の留学生 がll2

名(47.7%),国 費 の留 学生が88名(37.4%)で,未 記入 が35名q4.9%)で あった.ま

た,理 系が91名(38、7%),文 系 が66名(28、1%),そ の他が16名(6、8%),未 記入 が

62名(26。4%)で あった.回 答 した留学 生の平均年齢 は,28歳2カ 月で,標 準偏差 は

5歳1カ 月で あった.最 も若 い留学生 は,18歳 で,最 も年長 は46歳 で あった.ま

た,広 島大学での在籍年数 は,平 均 が1年8ヶ 月 で,標 準偏差 が1年4ヶ 月で あっ

た.も っ とも長い のは,6年9ヶ 月 とい う同答者 がいた.ま た,短 いのは1ヶ 月 で

あった.

1.2質 問紙 の内容

質 問紙 には,留 学生の属性 として,牲 別,年 齢,出 身 国 ・地域,学 籍,所 属,私

費 ・公費,専 門,在 籍年数 使用言語 な どを記入す る欄 を設 けた.質 問は,留 学生

が不満 を抱 きそ うな項 目につい て8種 類 に絞 って,「 全 くそ う思 わない」が一2点,

「そ う思わ ない」 が4点,「 どち らとも言 えない」 が ⑪点,「 そ う思 う」が1点,

「とて もそ う思 う」が2点 で集計 した.こ の配点 であれば,マ イ ナスが不満 で,プ

ラスが満 足 を示す ので,分 か りやすい.ま た,総 合的 に判断 して,広 島大学で の学

習 と生活 お よび大 学 の授 業や研究 に満足 してい るか ど うか を同様 に判断 して も ら

った、 した がって,満 足度指標 の全体 では10種 類 の質 問項 目で ある.

1.3手 続iき

各 留学生 の名前 を記入 した封筒 に,質 問紙 と学内便 による返信用 の封筒 を入れ て,
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留学生の管理部局か ら配布 していただいた、また,各 管理部局には,質 問紙の回答

箱を用意 して,入 れ られ るようにした.さ らに,返 信用の封筒の表に留学生セ ンタ
ー長および指導部門教員の名前が印刷 されていたので,学 内便でも返送が可能であ

った.

1.4論 文および指導教官 との会話での使用言語

今圓の調査では,も う少 し詳 しく回答者の属性 を聞いた.ま ず,使 用言語につい

ては,論 文で使用する言語は,日 本語が1⑪⑪名で,42.6%,英 語が105名 で44、7%

であった.そ の他の回答は2名 で,回 答 しなかった者が28名 であった.回 答者か

らみると,わ ずかであるが英語で書 く留学生が多いようである.ま た,指 導教官と

の会話では,冒 本語 を使用する留学生が129名 で54.9%,英 語が75名 で31.9%と

なった.そ の他お よび未記入が30名q2、8%)で あった.論 文の場合 とは逆に,日 本

語で羅ミュニケーシ ョンを取るとい う留学生が多数を占めた.英 語で論文を書くが,

摺導教官 とは 日本語 とい うパターンが多いようである.

叢.5満 足度指標および総合的満足度指標の概要

10種 類の質問について,-2点 から2点 までの連続変数であると仮定して,平 均,

標準偏差を算出した.得 点は,表1に 示 したとお りである.す べての満足度指標に

おいて,マ イナスはなかった.全 体的にみて,留 学生が広島大学での学習,研 究,

生活に満足 していることを示 している.八 つの満足度指標の うち,プ ラスで1点 以

上になった満足度使指標は,「 指導教員の薪究に対する指導」と 「大学図書館の利

用」である.も っとも低かったのは 「授業の内容の理解」で,や はり日本語の問題

な どもあるのか満足度が低い.総 合満足度指標 として,学 術指標である 「授業 と研

究に対する総合的満足」が1以 上であったのは,こ の学術面での努力の成果が認め

られているのではなかろうか.

叢.6パ ーセ ン トで示 した総合満足度

学術お よび生活の総合満足度 をパーセン トで示 してみる、「満足 している」かど

うかについて,「 そ う思 う」あるいは 「とてもそ う思 う」 と回答 した人数を合わせ

て,有 効園答者数で割った数値を満足度 とする.そ の結果,学 術面での総合満足度

は,有 効圃答者数が21⑪名で,上 記の人数が 亙69名であるので,8◎.5%の 満足度 と

い う計算になる.ま た,生 活面でも同様な計算をす ると,有 効回答者数212名 に対

して155名 であ り,73.1%の 満足度である.

学術面での総合満足度80。5%

生活面での総合満足度73.1%

叢、7研究科 ごとの満足度指標姥較

学部所属の留学生の回答者数が少ないので,大 学院研究科 ごとの満足度指標の平

均を表2に 示 した.灰 色のセルは,満 足度が平均で+1.◎0以 上を示 してお り,良い
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評 価 と 考 え て よ い.白 い セ ル が 目 立 っ ほ ど,評 価 は 低 い こ と に な る.

表1加 田 年 前 期 の 満 足 崖 指 標 の 平 均 と 標 準 偏 差

#満 足 度 指 標 有 勧 回 筈 数 満 足 崖 標 準 偏 差

1指 導 教 員 の 研 究 に 対 す る 指 導 釦71.訓0.別

2留 学 生 の 研 究 に 関 す る 知 識 釦 宮 臼.聞0.田

ヨ研 究 室 の 人 達 の 助 言 湘5臼.四 〇.四

4カ リ キ ュ ラ ム の 適 切 性 記朋 臼.即0.95

5授 業 の 内 容 の 理 解 罰50.450.舶

百 大 学 図 書 館 の 利 用 趾 且1.四 〇.麗

7日 本 で の 生 活 を 楽 し ん で い 石 趾1臼.躯0.四

呂留 学 生 セ ン 樹 一 の 情 報 提 供 趾1臼.750.田

#総 含 満 足 崖 指 標 有 荊 回 苔 数 満 足 崖 標 準 偏 差

,授 業 と 研 究 に 対 す る 総 含 的 満 足 趾01.010.鴎

10日 常 生 活 に 対 す る 縮 合 的 満 足 趾 呈 臼.翫0.呂4

1生:1か ら1臼 ま で の 満 足 崖 指 標 は,2か ら 一2ま で の 蛮 数 で あ る.

Tab1巳1M肥n鮎nd5誼nd訂 己D巳唱ヨno雌of』 加飴oto塀Ind巳H麗mth巳20O直 丘r帥記m郎t巳r

#瓢 曲 。t呵 血己巳H郎 四M田n呂 臼D

15ul〕巳r面日or日llヨ詔i呂t∈mo巳forr巳日巳∈roh記[[71.ヨ4[[.呂4

2Knowl巳 己呂巳[〕fr巳呂巳且roh10呂[1・ 日日[[・ 臼5

ヨ且詔i呂tano巳bFoo11巳a罫1巳呂血ar巳 呂巳ar〔⊃hroom1[[5[[.呂 臼[[.臼9

4脚 巳。tah。n日f。rO㎜。ulum10ヨ0』7四5

5Un己 巳r日tlヨn己hユ呂[〕fola甜oont巳nt日1[[5[1・45[[・ 臼Ei

百U記ofu皿h肥r訂 け1ibr出郎 望1記1.四 〇.麗

71{ou日m呂 ∈ロユ〔11i㎜呂巳n・unfonrr1巳nt111[1・ 臼且[[・ 臼宮

呂Infor皿La廿[[nb了Int巳rna廿oniヨ15tL肛1ElntC巳nt巳r記11[1・75[[・ 臼1

#0剛 曲ah曲 血 塀m己 巳㍑5雌M田n5臼D

,C1巳 詔巳呂∈m己R巳呂巳∈r〔⊃h記1[[1.01[[.呂 ヨ

10D∈[皿7五f巳11』[1.呂5[[.呂4

ハb蝕Poi皿t5[[f引 ヨ廿5faotロr了In〔1〔∋}IEI5v町f}ロm3t[〕-2
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盤.広 島大学 に在 学す る留学生 の家族 のた めの 日本 語 クラス提供 に関す る調査

留 学生の有効 回答者235名 の集計 では,家 族 がい るい ない にかかわ らず家族 のた

めの 日本語 クラス開講 について賛成者 が194名 の82。6%を 占めた(反 対者 が15・名).

家族 で来てい る と回答 した留学生 は49名 で,こ れが20.9%に 当た る.こ の こ とは,

5人 に1人 は,家 族 で留学 してい る と予想 され る.こ の内,家 族 の成員が 目本語 の

ク ラス を取 りたい と考 えてい るのは70%に あたり,35名 であ る.希 望す る 日本語 ク

ラスは,バ ラバ ラで,ご く簡単 な生活会 話か ら中 ・上級 クラスまで多様で ある こと

が分 か った.(回 答者235名)

以下は,詳 細 の同答者数 で ある.

2.1現 在,留 学生セ ンターでは家族 のために中級 レベル の 日本語 クラス を開講 して

います(受 講料5,0⑪0円)。 大学 はこのよ うな ヨ本 語 クラスを開講 すべ きだ と思 いま

す か。

1まレ、 董94名(82.6%)

レ、レ、え15名(6.4%)

無 匡聾答26名(ll.1%)

合 計235名

2.2家 族で留学 していますか.

曇まレ、49名(2⑪.9%)

レ、㌣、え 至62名(68.9%)

無 匡聾答24名(1⑪ 、2%)

合 計235名

2.32にrは い」 と答 えた方 のみ,次 の質問 にお答 え下 さい.

あなたの家族 は 日本語 の クラス を受講 したい と希望 していますか。

以下 には,50名 が画答 してい る、(1名 は誤 ったのか,あ るいは家族 が来 日したい

と想 定 してい るのか分 か りませんが,49名 よ り多い5⑪ 名 で集 計 してお ります.)

睦まレ、35名(7⑪%)

レ、レ、え15名(30%)

2.4希 望す る と同答 した方 は,次 の どの レベル の 揖本語 のク ラス を受 けたい ので し

ょ うか.(4⑪ 名 が回答 しています.)

ごく簡 単 な生活 に必 要な会話 のみ13名(32.5%)
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初級 レベル9名(22.5%)

中級 レベル12名(30.0%)

上級 レベル6名(15.0%)

3.2006年 度 指導部 門活動

4月7日(金)国 際交流会館生活オ リエ ンテー シ ョン(国 際交流会館居住者)

13:30～14:30(国 際交流会館2F)

4月8日(土)東 広 島市オ リエ ンテー シ ョン ・バス ツアー(全 学新入 留学生対象)

10:00～17:00(10時 に国際交流会館前 出発)

4月10日(月)新 入 留学生全学オ リエ ンテー シ ョン

16:30～18:00(教 育K104)

4月13日(木)図 書館利 用 のオ リエ ンテーシ ョン

(日本語研修生 を含 み全学留学生)

14:35～16:05(中 央 図書館 セ ミナールー ム)

4月20日(木)図 書館 のイ ンテーネ ッ ト検 索な どに関す るオ リエ ンテー シ ョン

(日本語研修生 を含 む全学留学生)

14:35～16:05(中 央 図書館 ライブ ラ リー ホール)

4月24日(月)国 際交流ボ ランテ ィア ・オ リエ ンテー シ ョン

12時10分 か ら12時40分(K308)

4月27日(木)医 療 お よび保険 関係 のオ リエ ンテー シ ョン(日 本語研 修生対象)

14:35～16:05(教 育K308)

5月13日(土)国 際交流会館 の防災訓練(国 際交流会館住居者対象)

10:30～12:00(国 際交流会館)

7月10日(.月)国 際交流ボ ランテ ィア ・オ リエ ンテー シ ョン

12時10分 か ら12時40分(K308)

9月4日(,月)留 学生相談協議会

11時 ～12時(教 育学部K棟3階K304)

協議題:留 学 生チ ュー ター制度 のみなお しについ て

*別 途参考資料参 照

10.月10日(火)新 入留学生全 学オ リエ ンテー シ ョン

16:45～18:00(教 育K108)
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10月19日(木)図 書館利用のオ リエンテーション

(日本語研修生を含み全学留学生)

14:35～16:05(中 央図書館 ライブラリーホール)

10月25日(水)国 際交流会卒業生による講 演 一 日本での就職経験 一

*別 途参考資料参照

講演者:王 余 富士通中国システムズ

王 冷 富士通中国システムズ

16:30～17:30(教 育学部K102)

参加対象者:留 学生,外 国人研究員 ・教員,日 本人学生,留 学生セ

ンター教員、留学生専門教育教員、留学交流グループ,広 島大学の

教職員

10月26日(木)図 書館のインテーネ ット検索などに関するオ リエンテーション

(日本語研修生を含む全学留学生)

14:35～16:05(中 央図書館 ライブラリーホール)

10.月28日(土)留 学生総会

10.月29日(日)全 学バスツアー ・みかん狩 り(全 学留学生対象)

11.月11日(土)国 際交流会館の防災訓練(国 際交流会館住居者対象)

10:30～12:00(国 際交流会館)

11月13日(月)国 際交流ボランティア ・オ リエ ンテーション

12時10分 か ら12時40分(K308)

11月27日(月)2006年 度広島大学国際交流懇親会

18:00～20:00(ホ テルグランビア広島)

1月20日(土)と21日(日)1泊2日

趣旨 各国の青年たちが,言 葉や文化の違いを越えて,互 いに心の交流を

する中で,異 文化を認め尊重 し合 う 「異文化 コミュニケーション

能力」を身につける。

また,英 会話な どの世界各国の言葉にふれ る機会 とする。

主催 独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立江田島青少年交流の家

共催 国立大学法人 広島大学

会場 国立江 田島青少年交流の家

対象 ・人数 国際交流に関心のある青年(高 校生以上)等50名

広島大学留学生/日本人学生43名
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4.国 際交流会報告

参加者:留 学生42名

講演者(王 余、王冷、矢野伯部長:富 士通中国システムズ)

教職員7名

4.1国 際交流会の主旨:

今回の国際交流会では、昨年広島大学を卒業 し、日本の会社で就職 して活躍 され

ている王さんから、どのように就職活動を行い、就職後 どのような研修を受け、現

在働いているかなどについてお話 して頂きま した。広島大学を卒業 して、日本で就

職 したい と考えているみなさんや、また卒業後の針路について悩んでいるみなさん

にとって、 とても役に立っ と思い企画 しま した。

討論会では、参加者全員で卒業後のネ ッ トワーク構築や就職活動について情報交

換や意見交換を行いました。日本人学生で就職活動を行っている人、既 に内定をも

らった人なども参加 しま した。

4.2王 余 さんの講演

就職にあたっての心配事は、3つ 。

1.言 葉の問題

2.仕 事の内容

3.人 間関係

1点 目について。就職 してか ら、3ヶ 月間の問、基礎的な知識から、プログラム

のような専門的なことまで、朝か ら晩まで研修 を受けま した。その後、東京に転勤

しま した。初 日から、プロジェク トの打ち合わせに参加することにな りま したが、

何が話されているのか、まったく分からず、大きなシ ョックを受けました。その後、

2年 間は、専門の トレーナーについて、仕事 を教えてもらうとい う会社のシステム

に助 けられました。その中で、誠心誠意がんばれば、大丈夫 とい うことが分かりま

した。私の仕事では、お客様 との対応がほとん どで、日本語を用いますが、自分の

個性 をしっか り持ちつつ、他人を尊重 し、誠心誠意尽 くせば、相手に感動を与える

ことができます。

2点 目について。私は 自動車専門部で、メーカーがお客 さんです。仕事は、お客

さんとの話 し合いが中心です。学校の勉強はもちろん基盤 とな りま したが、会社に

入ってか ら学んだことが多くを占めています。今でも、まだ勉強不足 と要領の悪 さ

から残業の続 く毎 日ですが、がんばらないといけない と思っています。

3点 目について。とても運がよく、周 りはいい人ばか りです。就職当初、私の 日

本 の会社についての知識は、ドラマだけでした。そのイメージとは異な り、実際には、

仕事上では厳 しいけれ ども、プライベー トでは、厳 しい上下関係 はなく、それを超

えた関係 になっています。

その他、私は中国人なので、もちろん中国関係の仕事があったら、喜んでや りま

すが、普段はそんなことは気にしないで仕事をしています。日本人のお客 さん相手
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に仕事をしている訳ですから。

質問1:文 系 と理系の違いや、心構えで重視すべきところはあ りますか?

回答1:会 社はいろいろな分野の人を受け入れたいと思っています。理系だけでな

く、文系の人 もいれば、また違った角度か らのアイデアや視点から話をしてもらえ

るので、メ リッ トがあると考 えられています。

質問2:日 本で就職 したいけど、途 中で挫折 して中国に帰ろうと思 うこともあると

思います。そのような考えを持っていてはいけないで しょうか。

回答2(矢 野部長):日 本の企業は終身雇用制であるといわれてきましたが、これ

も変化 してきま した。企業側は、もちろん続けてもらいたいです。多額の金額の時

間を費や して研修を行っているのですか ら。しか し、人生それぞれであり、みなさ

んが夢を実現するためであれば、それを尊重 してよい と思います。

4.3王 冷 さんの講演

就職活動 を通 じて感 じたことを2点 紹介 したいと思います。

1点 目は、準備 についてです。まずは、心の準備です。今後 どうい う風に就職活

動をしていくか、このまま 日本に残るか、中国に帰るかについて、私 も悩みました。

日本を選んだ理由は、これまで長い間 日本にいたけれ ども、大学にいただけで、実

際の社会や会社に入って、もっと日本のことが知 りたい と感 じたからです。

2点 目は、挑戦についてです。最初は、日本の会社に入れるかな?と 心配 してい

ました。就職活動は、気持ちのもちようの問題だ と思います。就職活動をす る中で、

「自分は外国人 じゃない。日本人だ と思って就職活動 しなければならない」と思 う

よ うにな りま した。そ うすると、言葉の問題に引け目を感 じていた自分 も胸 を張っ

て堂々と活動するための自信がわいてきて、自分が変化 していきま した。もちろん、

就職活動の時は、緊張しま した。面接では特に、自分の小 ささを感 じます。それは、

当然のことです。相手は大企業でこちらは個人ですがから。そこで、私は自分も社

長であると考えることにしました。私 も、自分 を管理 しする社長だか らです。時間

を管理 し、財政の管理 もします。つまり面接は、会社 と会社の対話だと思 うように

したんです。すると緊張はなくな りました。

続いて卒業後のネ ットワークについてもお話 したい と思います。半年間の仕事を

通 して、ネ ットワークの大切 さを強 く感 じるようになりました。就職 して、180度

環境が変わったか らです。自分の立場 も変わ りました。悩み事 も多くな り、もちろ

ん職場の同僚や先輩に相談す ることもありますが、やは り同国の人 と話をしたい と

思 うこともあ ります。これからもネッ トワーク大切に して、同国の人や広大の卒業

生、今の学生に対 しての応援 も行 っていきたいと思っています。

4.4矢 野部長からのお話

就職活動の期間は、自分 自身を見つめなおす期間だと考えて ください。みなさん

は、自分の短所 と長所を知っていますか?そ れぞれ を認識 し、そ して長所 をアピー

ル していけるようにしましょう。
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先ほど、日本にとどまらず、本国に帰 りたい と思った時にどうすればよいか、と

い う質問がありました。一番大切なのは、みな さんの夢です。夢もな く、ただなん

とな く帰るだけとい うのは、お勧めできませんが、 しっかりした夢があるときは、

それを追求す ることは大切ではないでしょうか。

また、企業は、外国人(こ の言葉はあまり好きではありませんが)と して、みな

さんを他の日本人 とはちょっと違 う風に見ています。みなさんは、日本 とい う外国

での就職にチャレンジ している訳ですか ら、それだけでチャレンジ精神を持ってい

る人 と評価 します。もちろん、同じ人間としてみています。大切なのは、お客 さん

がどうみるかなので、とにかく、人間として 自分を磨 くことが大切です。言葉の問

題は、さほど心配 しなくても大丈夫です。王さんもこの1年 でず っとうまくなって

います し、このレベルで十分です。

専門についてですが、多 くの場合、みなさんの大学での専攻 よりも人格のほ うを

重視 します。

富士通についていえば、専攻はまったく問いません。王余 さんは、情報工学でし

たが、王冷 さんは、経済学です。文系の人からは、広い視野からアイデアを出して

も らえる と思 っています。(富 士通 につ いて の紹介 。詳細 は、HP参 照 ■!

HYPERLINK"http:/石p.f吋itsu.com/group/chugo㎞/"h廿p:/jp.画itsu.com/group/chugo㎞/)

質問1:留 学生は、専攻や言葉 をそれほど心配 しなくてよい とい うことで したが、

試験内容はどうなので しょうか。また、女性は30歳 をすぎた ら就職が難 しいと聞

きま したが、どうですか。

回答1:富 士通では、適性検査や思考回路の速 さを測定する試験 を行いますので、

専門知識は必要あ りません し、高度な 日本語も必要あ りません。

また、女性の就職についてですが、富士通では、年齢や男性 ・女性 とい うのは問題

ではありません。その人が どのよ うな経験を積んでいるかとい うのが、重視 されま

す。

質問2:挫 折の中で、気持ちを切 り替 えるのは、 どのようにすればいいですか?

回答2(王 冷 さん):帰 りたいときもありました。そのような時は、空白の時間を

設 けま した。最初は、就職活動をしても10社 以上落ち続け、とても落ち込みまし

た。このよ うな中で、就職活動を続けるかどうかを悩みました。しか し、ここで自

分に負けたら、他に人には当然負けます。私は、正直、日本人に負 けた くありませ

んで した。そこで、 自分に最低の レベルを設けました。 「この会社に落ちても、私

はまだ生きていける」と。そ うして少 し心を開放 し、またや る気 を取 り戻 していき

ま した。

(矢野部長):就 職活動にはテクニックがあるんです。 自分が本当に受か りたい と

思っている会社の面接は後回しにして、まずは何社か練習をしてみるといいです よ。

最後に、みなさん、いい会社ではなく、いい職を探 してください。

二宮副学長アンケー ト:

Q1.日 本語が、就職するにはまだ充分でないと思っている人は?40人 中5人
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Q2.今 の話を聞いて、 日本で就職をしたいなと思った人は?20人

Q3.日 本で就職す るのは不安だと思った人は?15人

以上、今回の国際交流会は、卒業生による生の体験談、企業の方による就職活動の

ア ドバイスを頂 き、非常に有意義なもの となりました。
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趣
-=:. 
目

主 催

共催

期日

会場

対象・人数

指 導 者

日程

各国の青年たちが，言葉や文化の違いを越えて，互いに心の交流をする中で，

異文化を認め尊重し合う「異文化コミュニケーション能力」を身につける。

また，英会話などの世界各国の言葉にふれる機会とする。

独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立江田島青少年交流の家

国立大学法人広島大学

平成 19年 1月 20日(土) ~2 1日(日) 1泊 2日

国立江田島青少年交流の家

国際交流に関心のある青年(高校生以上)等 50名

広島大学留学生センター 助教授 中矢礼美

国立江田島青少年交流の家職員等

12・30 13:15 14・00 15・00 17:0017・30 19・30 21:00 22・30

受 開講式 アイスブレ フィールドワーク タ 宿舎移動 レクリエーショ 自就

月 付 オリエン子一 イク 『江田島探検』 r、. 入浴 J ‘ 由寝

20 
γョン の 夕食

日
-グループで，青年の家周辺 集 -レクリエーション

(山，海岸等)を探検します い を楽しむ中で交
(土) 流を図ります。

7:10 7:50 8:20 9:00 12:00 13:0013:30 15:00 15: 15 

起床 朝の 朝食 身 グループワーク 昼 退 ふりかえり・まとめ 閉 解 散

月 集い 辺 『お互いのことを 食 所 -グループでの活動を交 講

21 
身辺 整 もっとま日ろう 点 流し合います 式

日
整理 清掃 理 -グループ毎にテーマを決め 検

て活動します
(日) 休

憩

参加費 2， 000円(内訳…食費1，600円，トツ代160円，保険料100円，雑費140円)

携行品 動きやすい服装，運動靴，ジャージ(長ズボン) ，着替え，洗面用具(※浴室には

固形石鹸のみあります)，筆記用具，保険証等(コピー可) ，その他必要なもの

申込方法 ①名前(ふりがな) ②性別 ③生年月日・年齢 ④郵便番号・住所 ⑤職業・学

校名 @電話番号(差し支えなければ携帯電話番号もお願いします) ⑦送迎パスの利用の有無(港名)

⑧保護者名(高校生の方)

平成 19年 1月 11日(木)までに，必要事項を記入し，はがき， FAX，電話ま

たはEメールで申し込んでください。 ※Eメールは，その後の連絡が取りやすいので大歓迎です。

申 込先 干737-2126 広島県江田島市江田島町津久茂 1-1-1

国立江田島青少年交流の家「国際交流キャンプ」係

TEL 0823-42一0661~FAX 0823-42一0664

E-mail : etajima-mado@niye.go.jp 

交通案内 [往路】

広島(宇品)港発 11:45 (フェリー・上村汽船) → 12・10江田島(西沖)切串港着

呉ホ。ー卜tγ港発 12: 00 (フェリー・せとうち物流)→ 12:12江田島(吹越)切串港着

呉中央桟橋発 12: 20 (フェリー・ 77サトピ寸) → 12:40江田島小用港着

【復路】

小用港発 15: 35 (フェリー・ 77ーストピ寸) → 15:55呉中央桟橋着

切串港(吹越桟橋)発 16:07 (フェリー・せとうち物流)→ 16:19呉ホ。]トヒ。7港着

切串港(西沖桟橋)発 16:15 (フェリー・上村汽船) → 16:45広島(宇品)港着
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教育 交流 部 門

広 島大 学短 期 交換 留 学(HUSA)プ ログ ラム活 動 報告

堀 田泰 司 ・恒松直美

(広島大学留学生センター 教育交流部門)

活動の経緯 と目的

広島大学短期交換留学プログラムは、短期留学推進制度の一環として、特に日米文化教育交

流会議(カ ルコン)に おいてジュニア ・イヤー ・アブロー ド・プログラムによる留学生の受け

入れを積極的に推進するよう勧告されていることもあり、アメリカ合衆国を主たる対象国とし

ながら北米、オセアニア、アジア、ヨーロッパ諸国の大学(短 期学生交流協定校)に 在籍する

学部学生で、本学に一学期もしくは一学年度の短期間留学を希望する者を対象 とするものであ

る。 日本語の習得に加え、特別に 「英語による授業科目」を開設することでもって、本学で教

育を受ける機会を提供 し、学生交流を活性化させ、本学の一層 の国際化に資することを目的と

するものである。そのために特に本学では、様々な学部から特色ある専門的科目や 日本 ・アジア

理解を推進する専門的科目を提供 し、将来、日本やアジアの事晴に通じた人材の育成に貢献す

るとともに、本学の学生の国際感覚を身につけた大学生の養成を目指している。

また2001年 より、こうした交換留学事業がより効率的且つ効果的におこなわれるよう

UMAP事 業が提唱するUCTS(UMAPCreditTransferScheme)を 適応している。HUSAプ

ログラムは、国際戦略本部の下部組織である短期留学交流プログラム部会によって統括 されて

おり、部会は、合計15名 の各学部代表委員並びにその他委員により構成されている。但し、

実務的な管理運営にあたっては、留学生センターの教育交流部門並びに国際部留学交流グルー

プがその主たる業務を担っている。

1.受 け入れプ ログラムの概要

・ 受け入れ期間:一 学期または一・学年

・ 募集人員:40名

・ 募集方法:学 生交流協定を締結 している(締 結する)各 国の大学に対 し募集要項を配

布 し、公募する

・ 応募資格:

(1)本 学との問に学生交流協定を締結 している大学の学生または学生交流につい

て双方が合意した書簡がある大学の学生

(2)原 則 として自国の大学の正規課程3年 次の学部学生(協 定校によっては、院

生も含む)
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(3)学 業成績が優秀で 日本留学に熱意 を持つ者

(4)非 英語圏から応募す る学生 にあっては英語又は 日本語 による授業 を履修でき

るのに必要な英語力 を持っ者

・ 選考方法:短 プ ロ実施部会 において、協定大学の推薦 とUMAP学 習計画書を参考 に

しなが ら、書類をもって選考する。

・ 学生の身分 と受け入れ方法:学 生は、留学生セ ンターで統括 し、学部生は 「特別聴講

学生」、院生は 「特別研究学生」(広 島大学学生交流規定)と して受け入れ る。

・ 授業料等の不徴収:交 流協定に基づ く、特別聴講学生 として受け入れ るので、授業料

等を徴収 しない。(な お授業料 については、協定の中で 「相互不徴収」 について合意

する必要がある)

・ カ リキュラム:授 業科 目は、3つ の形態か ら構成 されている。「特設科 目」は、HUSA

プログラムの学生のために特別 に開設 された主に英語による授業であり、「常設科 目」

は、既 に学部で開設 されていたものに、HUSAプ ログラムの学生が登録 した場合、英

語 を交えて授業にす るとい う条件のついた授業であ り、日本人学生 と共に履修するも

のである。第3に 「日本語 関係科 目」は主に教育学部 が開設 し、留学生セ ンターが実

施 している 日本語 ・日本事情 の科 目である。 さらに、 日本語 レベルが上級 の学生は、

各学部で 日本人学生用 に開設 されてい る授業を受講す ることができる。また、授業科

目はそれぞれの学部が開設 してい るものであり、その統括は各学部でおこなわれてい

る。以下が、2006-2007年 度に開設 された授業科 目一・覧表である。

2006・2007年 度授業科 目一覧

[2006年 度秋学期]

1.特 設科 目 【SpecialCourse】

授業科目名 単位数 備考

FamilyLifeinJapan2単 位 教育学部

SeminarinJapaneseCultureandEducation2単 位 教育学部

SeminarinMulticulturalArtEducation2単 位 教育学部

JapaneseSocietyandGenderIssues2単 位 総合科学部

InternationalMacroeconomics2単 位 経済学部

CurrentandfuturestatesoftheresearchesintheFisheriesScience2単 位 生物生産学部

CulturalAspectofScienceEducationinJapan2単 位 教育学部

TheJapaneseCultureandEducation2単 位 教育学部
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2.常 設 科 目 【RegularCourse】

授 業 科 目名 単位 数 備 考

異 文化 コ ミュニ ケー シ ョン論 入 門2単 位 総 合 科学 部

英 語 圏文 学講二義2単 位 文 学 部

実験 心理 言語 学2単 位 総 合 科学 部

言 語 哲学 演習2単 位 総 合 科学 部

口腔 の科 学:食 生活 と全 身 の健康2単 位 歯 学 部

中期 英語 演習2単 位 文 学 部

日本 語 ・日本 事情2単 位 教 育 学部

日本 の法 制度 と社 会2単 位 法 学 部

物 理 科学 実験B2単 位 理 学 部

歴 史 風景 解析 学2単 位 文 学 部

ア メ リカ現 代文 学演 習2単 位 文学 部

人 体構 造22単 位 医学 部

現 代 語研 究2単 位 文学 部

[2007年 度 春 学 期]

1.特 設 科 目 【SpecialCourse】

授 業 科 目名 単位 数 備 考

Cross-CulturalStudiesonEducation2単 位 教 育 学部

FrontiersofMaterialScience2単 位 総 合 科学 部

InternshipfbrHUSAprogram2単 位 教 育 学部

JapaneseLanguageandLiterature,andTbachingMethodsfbrNatives2単 位 教 育 学部

MathematicalStructures2単 位 教 育 学部

ModernChemistry2単 位 理 学 部

RecentDevelopmentsinBiologicalSciences2単 位 理 学 部

Introductiontoenvironmentalscience2単 位 総 合科 学部

JapaneseEconomy2単 位 経 済学 部

DevelopmentandInternationalEducation2単 位 教 育学 部

PeaceandHumanRights2単 位 教 育学 部
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2.常 設科 目 【RegularCourse】

授業科 目名 単位数 備考

CMOS論 理回路設計2単 位 工学部

異文化コミュニケーション論演習2単 位 総合科学部

英語ディベー ト演習2単 位 総合科学部

景観生態学2単 位 総合科学部

言語学入門2単 位 総合科学部

語用論2単 位 総合科学部

細胞生物学2単 位 医学部

地球科学野外巡検A2単 位 理学部

日本の政治と対外関係2単 位 法学部

日本語 ・日本事庸2単 位 文学部

物理科学実験A2単 位 理学部

ヨーロッパ外観 ・観念分析2単 位 文学部

英語文法2単 位 文学部

心理言語学2単 位 文学部

人体構造52単 位 医学部

人体構造32単 位 医学部

医学国際協力研究2単 位 医学部

日本語 ・日本事情関係科 目

授業科 目名 単位数 開講学期 備考

日本語初級IA2単 位 秋学期 留学生センター

日本語初級IB2単 位 秋学期 留学生センター

日本語初級IC2単 位 秋学期 留学生センター

日本語初級ID2単 位 秋学期 留学生センター

日本語初級IIA2単 位 秋 ・春学期 留学生センター

日本語初級IIB2単 位 秋 ・春学期 留学生センター

日本語初級IIC2単 位 秋 ・春学期 留学生センター

日本語中級IA2単 位 秋 ・春学期 留学生センター

日本語中級IB2単 位 秋 ・春学期 留学生センター

日本語中級IC2単 位 秋 ・春学期 留学生センター
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日本語中級IIA2単 位 秋 ・春学期 留学生センター

日本語中級IIB2単 位 秋 ・春学期 留学生センター

日本語中級IIC2単 位 秋 ・春学期 留学生センター

日本語聴解特別演習A2単 位 秋 ・春学期 留学生センター

日本語表現特別演習A2単 位 秋 ・春学期 留学生センター

日本語古文特別演習A2単 位 秋 ・春学期 留学生センター

日本語上級B(リ スニング)2単 位 秋 ・春学期 留学生センター

日本語上級B(映 画)2単 位 秋 ・春学期 留学生センター

日本語上級B(古 典)2単 位 秋 ・春学期 留学生センター

日本語上級B(語 彙)2単 位 秋 ・春学期 留学生センター

日本語上級B(表 現)2単 位 秋 ・春学期 留学生センター

日本語上級B(分 析)2単 位 秋 ・春学期 留学生センター

日本社会 ・文化A2単 位 秋 ・春学期 留学生センター

日本社会と文化B2単 位 秋 ・春学期 留学生センター

日本の思想 ・哲学A2単 位 秋 ・春学期 留学生センター

日本思想と哲学B2単 位 秋 ・春学期 留学生センター

日本の地域 ・文化A2単 位 秋 ・春学期 留学生センター

日本の地域 ・文化B2単 位 秋 ・春学期 留学生センター

日本の映像文化史A2単 位 秋 ・春学期 留学生センター

・受け入れ体制の整備:(1)日 本における様々な体験学習の場を提供す る。(2)学 生宿舎(日

本人 ・留学生混在型)を 用意す るとともに、ホームステイ受け入れ家庭 との交流も促進する。

(3)日 本人学生チ ュー ター を事前に配置 し、受け入れ開始 と同時に留学生を支援する。(4)

日本語学習の補助 として 日本人学生の会話パー トナーを紹介する。(5)入 国時身元保証人 と

しては、各指導教官に依頼 しないで、機 関保障(広 島大学)と す る。(6)本 学が提供す る教

育の質を保証す る活動の一一環 とし、成績証明書にUMAPの 短期互換方式であるUCTSを 導

入 し、単位互換 を促進す る。

II.2006-2007年 度HUSAプ ロ グラム留 学 生受 け入 れ 状況

2006-2007年 度は、アメ リカ、オース トラリア、イギ リス、オランダ、 ドイツ、オース トリ

ア、スウェーデ ン、ロシア、ニュージー ラン ド、カナダ、タイ、フィ リピン、韓国、中国の42

大学 と1コ ンソーシアム(2002年 度22大 学、2003年 度27大 学、2004年 度21大 学、2005

年度30大 学)か ら計41名(2002年 度39名 、2003年 度47名 、2004年 度43名 、2005年 度
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50名)の 留学生 を受 け入れた。期間は、殆 どの学生が1年 間の滞在 を希望 してお り、男女別 で

見ると2006年 度秋学期 は男子学生18名 、女子学生23名 、2007年 度春学期 は男子学生14名 、

女子学生23名 であった。

III.2006-2007年 度 且USAプ ロ グ ラム受 け入れ 活動

申請 と選考:2006年 度募集要項は、2006年1.月 に各協定大学へ配布 され、3.月末 に各大学か

ら参加 希望者 が推薦 され た。推薦 され た学生について、4月 に、本学の選考委員会 によって

HUSA参 加者 が正式決定 され た。今年度 も受 け入れ留学生の申請において、UMAP学 習計画

書 も申請書類の中に組み込み、選考や奨学金の推薦の参考資料 として利用 した。2004年 度の申

請か ら、受け入れ留学生のオ ンライン登録 を受 け付 け始 めたが、2006年 度 も同 じオンライ ン登

録 を使用 した。オンライ ン登録によ り、学生が直接イ ンターネ ッ トか ら情報を入力 し、受 け入

れ留学生のデーターベースが作成 できるよ うになった。昨年 は初めての試みで、試行錯誤 もあ

り、問題点などもあったが、本年 は昨年の経験 も踏まえ、 より効率的な形でオンライ ン登録が

できた。HUSA受 け入れ留学生が増加 してい くことが予測 され る中、今後 も学生のデーターべ

一ス作成
、管理にオ ンライン登録 を活用 していきたい。

渡 日前 の情報の提 供:渡 日前のオ リエ ンテーシ ョンと日本での生活の準備 を兼ねて、広 島大学

及び留学生活 に関す る情報 を網羅 した英語版 の 「短期交換留学生用手 引き(lnformationfor

NewStudents)」 を改訂 して各学生に送付 した。また、ホームページによってHUSAプ ログラ

ム、広 島大学、日本での生活について詳細な情報を提供す るとともに、「よくある質問」を掲載

し、留学生がよく疑 問に思 う事項について説 明した。 さらに、2003年 度HUSAプ ログラムよ

り開講 しているイ ンター ンシ ップ ・コースについての情報 も掲載 した。それ らに加 え、学生の

個人的な質問等には、電子メールやファックスを活用 し、直接個々のケースに対応 した。

チューターオ リエンテー ション:日 本人学生チューターに対 し、今年度 も事前に2回 の説明会

を行った。第1回 目は、チューター としての全般的な支援活動 の内容 について説明 し、第2回

目は、留学生が来 日す る直前に、渡 日後1週 間の事務手続 き並びに寮へ入居す るまでの具体的

な支援活動 についてオ リエ ンテーシ ョンを行 った。

見学 ・体験学習:2006年 度春学期には、4月 に花見会を開催 し、 日本人学生 と交流の機会 を持

った。2006年 度秋学期には、毎年 のように10.月 から11.月 にかけて、酒祭 り見学、秋大祭見

学、文化交流のための学校訪 問、地域学校 との国際交流会な ど文化体験学習の機会 を提供 して

きた。
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授業科 目の開設状況:短 期プログラム用の開設科 目は、毎年 、各学部で審議 され、今年度 も78

科 目(一 ・般49科 目、 日本語教育:春 学期25科 目、秋学期29科 目)が 短期交換留学生のため

に開講 された。一昨年 から留学生セ ンターが実施 している 日本語教育科 目は、短期交換留学プ

ログラム用 の特設科 目となった。2003年 度か らは初級 ・中級を特設科 目とし、上級の科 目は研

修生や正規留学生そ して研究生 と合同で受講す ることにな り、幅広い充実 した 日本語カ リキュ

ラムが組まれてい る。

2003年 度 よ り春学期 にイ ンター ンシップ ・コースを開設 し、2003年 度 は企業 ・公官庁 に2名 、

2004年 度及び2005年 度には各6名 、2006年 度には3名 を派遣 した。2005年 度 よ り、イ ンタ

ー ンシ ップ派遣前 に事前研修 を行い、イ ンター ンシップに備 えている。イ ンターンシップ修了

後は、東広 島商工会議所関係者、及び受 け入れ企業の関係者 と懇親会をもった。地域 との連携

の中で大学の国際化 と留学生の 日本での就業体験 をさらに充実 した ものに していきたい。

文化交流支援活動:例 年通 り二つのホームステイプログラムを実施 した。 口和町教育委員会 と

協力 して、11月 に第9回 目のホームステイプ ログラムを実現 した。参加 した留学生は各家庭訪

問に加 え、全体での交流や、消防訓練実地体験、祝詞 、着物着付け、餅つ きなど 日本文化体験

を楽 しんだ。また、忠海高校 とも協力 し、第5回 目のホームステイプ ログラムを行った。家庭

でのホームステイ に加 え、高校での全体交流、各 グループに分かれて、茶道 、書道、調理、メ

デ ィアのクラスな どを体験 した。 さらに、当留学生センターの指導部門による国際交流 ボラン

テ ィア制度 を利用 し、 日本人学生の会話パー トナー を短期留学生に紹介 し、交流を促進 した。

また、 日本人チューター を本年か ら選考方法 を変え、国際交流ボランティア、広島大学電子掲

示板を通 して募集 し、国際交流 に関心の高い学生をチューター として採用 した。

地域貢献:2003年 度 より、東広島商工会議所か ら、国際理解 のための留学生の母 国についての

講和を依頼 されている。2003年 度はフランス ・韓国、2004年 度はアメ リカ ・カナダ ・ギリシ

ャ、2005年 度 には ドイツ、2006年 度 にはタイか らのHUSA留 学生が商工会議所を訪問 し、母

国の文化 ・習慣や 日本 との相違について話 した。また、HUSA留 学生が、地域の小学校 ・中学

校 ・高 校 を訪れ、国際交流を行った。2005年9.月 及び2006年1月 には、国立江 田島青年の家

と広 島大学留学生セ ンター との共済で、外国人 と日本人が交流 を通 して異文化 コ ミュニケーショ

ン能力 を身 につけることを 目的 とした 「国際交流 ボランティアセ ミナー」が江 田島青年 の家で

開催 され、HUSA学 生も参加 した。さらに、2006年11月 には、留学生 と留学生の家族 、広 島

大学 職員の参加するバス見学旅行 「りんご狩 りツアー」にHUSA留 学生も参加 した。
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HUSA広 報活動:HUSAホ ームページにはプログラムの概要、申請方法、スタッフ紹介、HUSA

に関するニュース、開講コース案内、シラバス、奨学金 ・寮 ・大学施設についての情報、国際

交流行事案内、HUSAパ ンフレット、広島大学及び地域についての情報など、すべてが網羅さ

れている。サイ トを常に更新し、HUSAプ ログラムについての最新情報を提供している。

HUSAプ ログラム評価:プ ログラム改善の参考とするため、毎学期、HUSAプ ログラム全体

評価、各コース評価、学生チューター評価を行っている。学生にアンケー ト用紙を配布 し、回

収 し、結果をまとめ、プログラム改善に役立てている。

IV.2006-2007年 度HUSA留 学生派遣計画

本学からの留学生派遣事業に関しては、本年度も1月 初旬に応募者の選考試験を行い、1月

中には実施委員会で選考、2～5月に受け入れ大学へ推薦 とい う日程で選考・推薦を行っている。

以下は、派遣学生の募集に関する17年 度の募集に過去の資料を加え、まとめたものである。

募集要項

1.制 度の趣旨:

短期交換留学プログラムは、学部生 ・大学院生が短期学生交流協定等に基づいて母国の大

学に在籍 しつつ、派遣先の大学において学習、異文化体験、語学の実地習得等を目的とし

て、概ね1学 年以内の1学 期又は、複数学期教育を受けて単位を取得 し、研究指導を受け

る制度で、平成8度 後期から、アメリカ、カナダ、オース トラリア、ニュージーラン ド、

マレーシア、タイ、フィリピン、イン ドネシア、中国、韓国、ロシア、ポーラン ド、オー

ス トリア、 ドイツ、オランダ、スウェーデン、イギリスの大学から主として学部学生を短

期交換留学生として招致し、本学の学部学生を各国各協定大学に派遣するとい う相互交流

事業である。この交流事業は派遣先大学において授業料不徴収及び単位互換認定の制度を

内容としてお り平成17年 度の派遣学生を別紙の通 り募集する。 広島大学短期交換留学プ

ログラム及び独立行政法人 日本学生支援機i構(JASSO)短 期留学推進制度による海外派遣

についての選考は、短期留学交流プログラム部会委員が部会を開催し、決定している。

2.特 徴:

・ 授業料不徴収

・ 単位互換制度

・ 現地コーディネータのアシスタン ト

・ 短期交換留学生との留学前の交流と留学後の現地での交流

3.出 願書類
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①派遣申請書(所 定の様式)

②留学計画書(所 定の様式)

③TOEFL成 績表

英語能力を応募条件とする大学に留学予定の学生;530点(CBT197点)以 上が望まし

い。ただし,USAC語 学文化研修応募希望者については,500点(CBT173)が 必須条

件。

注.英 語圏以外で英語能力を応募条件としない大学に留学予定の学生は,別 途行 う学内

語学試験の成績による。

④学業成績証明書(大 学院生については,学 部の学業成績証明書も含む。)

4.出 願書類提出先及び締切り

各学部等派遣留学担当係 平成18年11.月27日(.月)

5.面 接(口 述)試 験

平成19年1月5日(金)

6.留 学中の学生の身分

この制度を利用 して留学する場合は,「留学願」の届出を行い,必 ず学長の許可を受け

なければならない。この場合,外 国の大学での学修は本学の教育課程の延長線上にあるも

のとして考えられ,次 のとお り修学上の取 り扱いがなされる。

・ 外国の大学で学修した成果は本学の履修単位 として換算することが可能であり,従 って

換算された単位は当然卒業に必要な単位数に算入される。

・ 「留学」の期間は,在 学期間に算入され,卒 業に必要な在学期間の一部となる。

・ 「留学」の期間は,本 学に所定の授業料を支払わなければならない。

V.HUSA留 学生派遣事業の実績

2006年 度の短期交換留学生派遣に関しては、27名 を推薦し、中国、アメリカ、オース トラ

リア、 ドイツ、スウェーデン、イギリス、ポーラン ド、オース トリアの14大 学へ派遣 した。

今後の課題 としては、派遣留学生数をいかにして受け入れ留学生数 とバランスの取れた規模に

するかである。2007年 度は、そうした交流バランス を是正するために、特にアジアの協定校へ

の派遣を積極的に促進する計画である。
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VI.HUSA留 学 生派 遣 事業 の活 動 状況

・ 広報活動:例 年通 りHUSA留 学生 も協力 し、留学 フェアを6.月 に開催 した。各協定大

学か らの留学生がブースを設 け、また 日本人学生の派遣のための説明会 も開催 した。

また、早い時期 にHUSAに ついて知って もらうため、4月 に入学する学生に渡す書類

一式の一部でもHUSAに 関す る情報を渡 した
。HUSAホ ームページにはプログラム

の概要すべてが網羅 されてい るが、サイ トを常に更新 し、HUSAに ついての最新情報

を提供 してい る。

・ 留学前の情報提 供 と留学計画の促進:例 年 、派遣が決定 した本学の学生に対 し2度 に

渡 るオ リエンテーシ ョンを実施 してお り、留学 に関す る一般的な情報 と共 に、協定校

か ら来ている留学生 との交流の場を提供 している。その学生間の交流 は留学後 も続き、

協定校 において も継続的な交流活動が行われてい る。また、留学前 に指導教官並びに

学部 との単位互換に関する話 し合いの場 を設 ける意味で、UMAP学 習計画書 を4月 の

第1回 目のオ リエンテーシ ョンで配布 し、留学2～3ゲ 月前までに、提 出す るよう要求

してい る。

VII.HUSAプ ログ ラム10周 年記 念 事業

2007年3月14・15日 に、HUSAプ ログラム10周 年記念及びHUSA国 際シンポジウム 「大

学教育の国際化 の未来像:何 のための学生交流なのか?」(lnternationalSymposiumon`Why

doweneedstudentexchanges?FutureModelsfortheInternationalizationofHigher

Education")を 短期留学交流プログラム部会の主催で行 った。協定大学であるアメ リカ ・ミネ ソ

タ大学、 中国 ・大連理工大学、 ロシア ・トムスク教育大学 より国際部及び交換留学の担当者を

招聰 し、当該大学の国際的連携や学生交流の意義について講演 をお願い し、その後 、全体討論

会 を行 った。 シンポジ ウム参加者 は、協定大学の交換留学担当職員(上 記の講演者 に、オース

トラリア、ポーラン ド、韓 国の協定大学か らの参加者 を加 え、合計6力 国7大 学か ら8名)、

広 島大学職員、海外留学経験のある学生、HUSAプ ログラム留学生及び同窓生等、述べ50名

以上になった。様 な見解が出された。HUSAプ ログラム担当教員 は司会 ・通訳 を務 める傍 ら、

大学の国際化及び学生交流 の意義についての見解 を述べた。

VIII.主 なその他の活動

[2006年]
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4月 ・イギ リス ・レスター大学交換留学プログラム担当者来校

・ス ウェーデ ン ・マル メ大学国際部交換留学プログラム担当者来校

5月 ・オース トリア ・グラーツ大学国際部職員来校

・オース トラ リア ・ラ トローブ大学交換留学担 当者来校

10.月 ・中国 ・大連理工大学国際文化交流学部、国際協力交流課 より来校

・アメ リカ ・モンタナ大学副学長来校

・HUSA担 当教員 が台湾で開催 されたUMAP国 際大会 に 日本の国際交流専門家

のパネ リス トとして出席

11月 ・フィリピン ・フィリピン大学デ ィルマン校 よ り言語学部デ ィレクター来校

・オース トラ リア教育科学省 より来校

12.月 ・中国 ・東北師範大学学長来校

[2007年]

1月 ・アメ リカ ・ミネ ソタ大学国際部職員 ・交換留学担 当教員来校

3.月 ・フィジー ・南太平洋大学学生交流担当教員来校

広島大学短期交換留学(HUSA)プ ログラム10周 年記念式典並びに記念シン

ポジ ゥムを開催
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留学生と客員研究員の

家族のための 目本語特別クラス

申州 正 弘

留学生センターでは.広 島大学の外国人留学生、外国人客員研究員の生活条

件の重要な部分 を占める家族の生活を向上 させ ることで、彼 らの研究活動を側

面か ら支援す るため、その家族 を対象 とした中級 日本語 クラスを2004年10月

よ り開講 してきま した。

2006年 度前期 も、これまで と同様、以下のよ うな開講形式で、 日本語の レベ

ルを中級 璽と中級 簸に分 け、 どちらも 董コマ60分 の授業 を週ニ ヨ行いま した。

受講穿尋=5000円

場所1東 広島キヤンパス内大学会館集会室

講師:留 学生セ ンターの推薦す る謝金講師

問い合わせ/受 け付け1広 島大学国際部留学交流 グループ

2006年 度 前 期 中 級15名

中 級 ∬6名

※ 「家族のための 日本語特劉 クラス」は2007年 度前期 より広島大学国際部が受

講無料で開講す ることとな りま した。
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留 学 生 セ ン タ ー 教 員 研 究 ・ そ の 他 の 活 動 業 績

1.研 究 論 文 ・著 書

Tamaoka,K."ThedualmechanismforprocessingEnglishandJapaneseverbs"5加 認θ5加

五∠～119召∠～～9θ5窃blloθ51vol.6,2007,PP.35-43.

Tamaoka,K.,&Koizumi,M."lssuesonthescramblingefEectsintheprocessingofJapanese

sentences:ReplytoMiyamotoandNakamura(2005)regardingtheexperimentalstudyby

KoizumiandTamaoka(2004)"『 言 語 研 究 』 第129号,2006,pp.181-226.

玉 岡賀 津 雄 「『決 定 木 』 分 析 に よ る コ ー パ ス 研 究 の 可 能性:副 詞 と共 起 す る接 続 助 詞 『か ら』 『の で 』

『の に』 の文 中 ・文 末 表 現 を例 に 」,『 自然 言 語 処 理 』 第13号(2),2006年,pp.169-179.

小 森 和 子,玉 岡賀 津 雄,近 藤 安 月 子 「第 二 言 語 と して の 日本 語 の 単 語 認 知 に及 ぼ す 文 文 脈 の影 響 一 二

言 語 混 在 文 の 正 誤 判 断 に お け る抑 制 効 果 の観 察 を通 して 一」,『 小 出 記 念 日本 語 教 育研 究 会 論

文集,』 第15号,2007年,pp.7-21.

柴 崎 秀 子,玉 岡賀 津 雄,高 取 由紀 「ア メ リカ 人 は 和 製 英 語 を どの ぐ らい 理 解 で き るか 一英 語 母 語 話 者

の 和 製 英 語 の知 識 と意 味 推 測 に 関 す る調 査 一 」,『日本 語 科 学 』 第21号,2007年,pp.89-110.

小 泉 政 利,玉 岡 賀 津 雄 「文 解 析 実 験 に よ る 日本 語 副詞 類 の 基 本 語 順 の 判 定 」,『 認 知 科 学 』第13号(3),

2006年,pp.392-403.

宮 岡弥 生,玉 岡 賀 津 雄,林 絃 情 「接 頭 ・接 尾 辞 と漢 字 二 字 熟 語 との 結 合 力 に 関す る 日韓 対 照 研 究 」,『 日

本 語 學 研 究,』 第16号,2006年,pp.33-46.

Meerman,A.D.,&TamaokaK."CanJapaneseESLstudentsrecognizethecorrectorderof

adjectivesinnounphrases?"1々6θ 盟 ∠～～甥011∠～1・ノ∂召zη∠～10!0召 ■聾セ召1召1η1フθ"θノ4ρ1ηθ116∠～1101

ル ヨo謡oθ,vol.8,no.1,2006,PP.1-11.

多 和 田 眞 一 郎(編)『 講 座 ・日本 語 教 育 学 第6巻 言 語 の 体 系 と構 造 』,ス リー エ ー ネ ッ トワー ク,

2006年.

多 和 田 眞 一・郎 「文 法1(語)」,『 講 座 ・日本 語 教 育 学 第6巻 言 語 の 体 系 と構 造 』,ス リー エ ー ネ

ッ トワー ク,pp.33-49,2006年.

多 和 田 眞 一 郎 「日本 語 の 系 統 」,『 講 座 ・日本 語 教 育 学 第6巻 言 語 の 体 系 と構 造 』,ス リー エ ー
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ネ ッ トワー ク,pp.98-108,2006年.

多 和 田眞 一 郎 「柳 苓 叢 書 」 『東 叫 入1叫古 代 学 』,東 ア ジ ア 古 代 学,第14号,2006年,pp.663-669

多 和 田眞 一 郎 『沖縄 語 音 韻 史 研 究 の 基 盤 構…築 ・整 備 』,平 成18年 度 ・19年 度 科 学研 究 費 補 助 金(基

盤 研 究(C))研 究 成 果 報 告 書(1),広 島 大 学 留 学 生 セ ン ター,2007年3.月.

恒 松 直 美 「短 期 交 換 留 学 プ ロ グ ラム にお け る英 語 に よ る授 業 の 日本 人 学 生 へ の 開講 一 カ リキ ュ ラ ム の

国 際 通 用 性 と生 涯 学 習 一 」,『 総 合 学 術 学 会 誌 』,第5号,2006年,pp.29-36.

恒 松 直 美 「広 島 大 学 短 期 交換 留 学 プ ロ グ ラ ム 留 学 生 の 受 講 授 業 の 多 様 性 一 日本 留 学 の 意 義 と魅 カ ー」,

『広 島大 学 留 学 生 セ ン タ ー 紀 要 』,第17号,2007年,pp.11-32.

恒 松 直 美 「短 期 交 換 留 学 プ ロ グ ラ ム の 英 語 で 行 わ れ る授 業 一 自己 と異 文 化 適 応 一 」『留 学 生 教 育 』,

第11号,2007年,PP.9-23

中川 正 弘 「日本 語 にお け る 『ね じれ 』の感 覚 と文 の 単 位 性 」,『 留 学 生 教 育 』,第11号,2007年,pp.25

-37

ハ ン建 秀,中 矢 礼 美 「留 学 生 ア ドバ イ ザ ー の資 質 ・能 力 に 関す る研 究 」,『 教 育 学 研 究 紀 要 』,第52

巻,2006年,PP.305-310.

中 矢 礼 美 「フ ィ リ ピン に お け るCompetencyBasedCurriculumに 関す る研 究 」,『 教 育 学 研 究 紀 要 』,

第52巻,2006年,pp.228-233.

中 矢 礼 美 「イ ン ドネ シ ア に お け る コ ン ピテ ン シー を基 盤 とす る カ リキ ュ ラ ム に 関す る研 究 」,『 教 育

学 研 究 ジ ャ ー ナ ル 』,第3号,2007,pp.19-28.

深 見 兼 孝 「日本 語 と韓 国 語 」,縫 部 義 憲(監 修),多 和 田 眞一 郎(編)『 講 座 ・日本 語 教 育 第6巻 言

語 の体 系 と構 造 』,ス リー エ ー ネ ッ トワ ー ク,2006年,pp.156-171.

深 見 兼 孝 「日本 語 教 育 か ら見 た 日本 語 の 指 示 詞 表 現(2)一 文 脈 指 示 の 『そ の 』 と 『そ ん な 』 一」,『 広

島大 学 留 学 生 セ ン ター 紀 要 』,第17号,2007年,pp.1-10.

2.学 会 発 表

浮 田三 郎 「現 代 ギ リシ ア 語 にお け る 月 に 関 す る諺 」,日 本 ギ リシ ア語 ギ リシ ア文 学 会,2006年10月28

日

Tamaoka,K.,Ihara,M.,Murata,T.&Lim,H."PsychologicaldeterminationinJapanese
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sequentialvoicing:Theinfluenceoffirst-elementphonological-lengthand

etymological-typeonthevoicingofsecondelements"PhonologyForum2006,早 稲 田 大 学,

2006年8月23-25日.

Tamaoka,K.,Muraoka,S.,Miyaoka,Y&Sakai,H."Thesubsequentincrementalsyntactic

anticipation(SISA)modelforexplainingtheprocessingofcanonicalandscrambled

Japaneseactivesentences"TheFifthInternationalWorkshoponEvolutionaryCognitive

Sciences`HumanSentenceProcessingandProduction',東 京 大 学,2006年7月14-15日.

玉 岡 賀 津 雄,林 絃 情,池 映 任,柴 崎 秀 子 「韓 国 語 母 語 話 者 の 和 製 英 語 の 理 解 に 及 ぼ す 日本 語 の 学 習 経 験

お よ び 語 彙 力 の 影 響 」,韓 國 日本 語 學 聯 合 會,第4回 國 際 學 術 襲 表 會,韓 南 大 學 校 聖 志 館,2006

年7月6日.

玉 岡 賀 津 雄,レ ベ ン ト ・ トク ソ ー 「新 し く造 ら れ た 短 縮 系 の`若 者 言 葉'の 波 及 一 広 島 地 域 に お け る

世 代 差 お よ び 性 差 か ら の 検 討 」,モ フ ォ ロ ジ ー ・ レ キ シ コ ン ・フ ォ ー ラ ム(Morphologyand

LexiconForum2006),東 京 大 学,2006年5.月13-14日.

Kuribayashi,Y,Tamaoka,K.&Sakai,H."Psycholinguisticinvestigationofsubjectincorporation

inTurkish"The13thInternationalConferenceonTurkishLinguistics,UppsalaUniversit鵬

Uppsala,Sweden,August16-20,2006.

Tanaka,J.-1.,Tamaoka,K.,&Sakai,H."SyntacticprimingefEectsintheprocessingofa

head-finallanguage"The19thAnnualCUNYConferenceonHumanSentenceProcessing,

CUNYGraduateCenter,365FifthAvenue,NewYbrk,NヱU.S.A.,March23-25,2006.

小 泉 政 利,玉 岡 賀 津 雄 「日本 語 の 主 語 は 動 詞 句 内 部 に 留 ま る 場 合 が あ る:行 動 実 験 か ら の 証 拠 」,日 本

言 語 学 会 第133回 大 会,札 幌 学 院 大 学,2006年11月18日 一19日.

小 森 和 子,玉 岡 賀 津 雄,近 藤 安 月 子 「日本 語 の 文 正 誤 判 断 に 見 られ る 中 国 語 の 書 字 形 態 と 統 語 構 造 の

影 響 一 日 本 語 習 熟 度 の 異 な る 中 国 語 母 語 話 者 を 比 較 し て 」,小 出 記 念 日 本 語 教 育 研 究 会 第15

回 研 究 会,2006年7月1日,東 京 女 子 大 会.

小 森 和 子,玉 岡 賀 津 雄,近 藤 安 月 子 「二 言 語 混 在 文 の 単 語 認 知 処 理 に お け る 干 渉 効 果 一 中 国 語 を 母 語

と す る 日本 語 学 習 者 の 場 合 」,言 語 科 学 会 第8回 年 次 国 際 大 会,国 際 基 督 教 大 学,2006年6月

10日.

小 森 和 子,玉 岡 賀 津 雄,近 藤 安 月 子 「中 国 語 を 第 一 言 語 と す る 日本 語 学 習 者 の 漢 字 二 字 熟 語 の 認 知 処

理 一 心 理 言 語 学 的 手 法 に よ る 考 察 か ら」,日 本 語 教 育 学 会2006年 度 春 季 大 会,東 京 外 国 語 大 学,

2006年5月21日.
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林絃情,玉 岡賀津雄,宮 岡弥生 「肯定と否定表現の違いが行為要求型表現の丁寧度に及ぼす影響」,韓

国日本学会第74回 国際学術大会,建 国大学校師範大学 日語教育科,韓 国,ソ ウル,2007年2月

10日.

柴崎秀子,玉 岡賀津雄,母 育新 「中国語母語話者における 日本語短縮語の知識 と習得に関する調査」,

第7回 国際 日本研究,日 本語教育シンポジウム,香 港中文大学 日本研究学科,中 国,2006年10

.月29日 一30日.

柴崎秀子,玉 岡賀津雄,高 取由紀 「英語母語話者の和製英語の知識 と意味推測に及ぼす 日本語学習経

験の影響」,カナダ 日本語教育振興会2006年 度年次大会,国 際交流基金 トロン ト日本文化セン

ター,カ ナダ,2006年8.月26日.

多和田眞一郎 「『柳苓叢書』再考察」,広 島韓国研究会第1回 研究会,広 島大学,2006年5月13日

多和田眞一郎 「19世 紀 朝鮮魚商。1薯 琉球(19世 紀朝鮮魚商の見た琉球),東 アジア古代学会 第

28回 学術発表大会,対 馬島 大亜HOTEL大 亜GARDEN,2006年8月3日.

多 和 田眞 一・郎 「司呈.入1叫t刊叫E釧 テ刈重}(lnternationalizationofHiroshimauniversity)」,

『o干入16極乙望i正号号暑刈 『■寄{}♀ 種}… 弄刈忍王刃(苔(lnternationalsymposiumof

educationalconsortiumsinAsia),韓 国教員大学,2006年11月3日

深見兼孝 「日韓対訳か ら見た両言語の特徴について一語 ・句 ・節の変更一」,広 島韓国研究会第2回 研

究会,広 島大学,2006年6月10日.

深見兼孝 「韓国語の個数表現(数 詞+助 数詞)に おける固有語系数詞 と漢語系数詞の使い分けについ

て一研究の方向性を探って一」,日 本総合学術学会2006年 度秋季大会,IWAD環 境福祉専門学

校,2006年11.月18日.

堀田泰司 「日本の高等教育における学生交流の質保証:国 際カ リキュラム開発の現状 と課題」,第42

回日本比較教育学会,広 島大学,2006年6月24日.

3.学 術研究補助金

玉岡賀津雄 研究代表者(平 成18年 度～平成19年 度)基 盤研究C(2)「 中国語 ・韓国語 ・トル コ語系

日本語学習者の名詞句構造の習得における母語の影響」

玉岡賀津雄 研究分担者(平 成16年 度～平成18年 度)基 盤i研究C(2)「 動詞の項構造,統 語構造 と基本
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語順に関する認知脳科学的研究」(研究代表者一東北大学 ・大学院文学研究科 ・言語科学専攻 ・

准教授 ・小泉政利)

玉岡賀津雄 研究分担者(平 成16年 度～平成21年 度)独 立行政法人科学技術振興機構(JST)・ 社会技

術研究システム推進室 ・社会技術研究事業,研 究領域 「脳科学 と教育 タイプII」研究課題 「言

語の発達 ・脳 の成長 ・言語教育に関する統合的研究」(研究代表者一首都大学東京 ・人文学部 ・

准教授 ・萩原裕子)

玉岡賀津雄 研究分担者(平成18年 度～平成19年 度)特定領域研究 「統語的 ・語彙的プライ ミングを用

いた再帰的計算能力を支える皮質構造の解明」(研究代表者一広島大学 ・大学院教育学研究科 ・

准教授 ・酒井弘)

玉岡賀津雄 研究分担者(平成18年 度～平成19年 度)萌芽的研究 「英語母語話者 と中国語母語話者にお

ける和製英語の知識 と意味理解に関する調査」(研究代表者一長岡技術科学大学 ・工学部教育開

発系 ・教授 ・柴崎秀子)

多和 田眞一郎 研究代表者(平 成18年 度～平成19年 度)基 盤研究C「 沖縄語音韻史研究の基盤構築 ・

整備」

恒松直美 研究代表者(平 成18年 度～平成19年 度)「外国人留学生 ・日本人学生に対する国際教育の改

善を目指 した調査研究」広島大学学長裁量経費助成金

4.そ の他の活動

A.地 域貢献、社会貢献

浮 田三郎 財団法人石 田教育振興財団評議員

多和 田眞一郎 「キワニス留学生奨学金 ・日本語作文」審査委員長

堀 田泰司UMAP日 本国内委員会専門委員

B.学 会活動

石原淳也 日本語教育学会中国地区研究集会コーデ ィネーター

石原淳也 日本語教育学会中国地区研究集会 「持ちネタ披露」パネ リス ト(「授業に対する考え方」)

浮 田三郎 日本ギリシア語ギリシア文学会副会長
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浮 田 三郎 言 語 文 化 教 育 学 会 理 事

玉 岡賀 津 雄 日本 言 語 学 会役 員 お よび 広 報 委 員

玉 岡賀 津 雄 日本 認 知 科 学 会 運 営 委 員 お よび 編 集 委 員

玉 岡賀 津 雄 日本 音 韻 論 学 会 理 事

玉 岡賀 津 雄 日本 読 書 学 会 理 事

玉 岡賀 津 雄 認 知 神 経 心理 学 研 究 会 理 事

玉 岡賀 津 雄 『認 知 科 学 』 編 集 委 員

玉 岡賀 津 雄 『レキ シ コ ン ・フォ ー ラ ム』 編 集 委 員

KatsuoTamaoka学 術 誌MentalLexicon(JohnBerjaminPublishingCompany)編 集 委 員

KatsuoTamaokaChairoftheInternationalDevelopmentinAsiaCommittee,International

ReadingAssociation.

多 和 田 眞 一 郎 日本 総 合 学 術 学 会 会 長

多 和 田 眞 一 郎 広 島韓 国研 究 会 副 会 長

多 和 田 眞 一 郎 韓 国 日本 文 化 学 会 海 外 理 事

深 見 兼 孝 西 日本 言 語 学 会 運 営 委 員

深 見 兼 孝 日本 総 合 学 術 学 会 理 事

深 見 兼 孝 広 島 韓 国研 究 会 理 事

C.講 演 ・ワー ク シ ョ ツ ブ等

浮 田 三郎 公 開 講 座 「現 代 ギ リシ ア の こ とば と文 化(3)」,広 島 大 学,2006年6月19日,6月26日,

7月3日,7月10日.(計4回)
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玉 岡賀 津 雄 講 演 「短 縮 語 に み る`若者 言 葉'」 西 安 外 国 語 大 学,中 国,2006年5月25日.

玉 岡賀 津 雄 講 演 「言 語 研 究 に お け る反 応 時 間 お よび 誤 答率 デ ー タの 解 析 」,『 第 二 言 語 習 得 と外 国語

教 育 に 関す る公 開 講 演 会 シ リー ズ 皿 』,名 古 屋 大 学 大 学 院 国 際 開発 研 究 科,2006年6.月24日.

玉 岡賀 津 雄 講 演 「コー パ ス デ ー タ を使 った 統 計 お よび 数 学 的 な言 語 解 析一接 続 助 詞 の文 末 用 法,語 彙 ・

統 語 的 複 合 動 詞 の使 用,軽 動詞 ス ル の付 加 を決 め るア スペ ク トの3つ の 言 語 研 究 を例 に 」東 京

外 国 語 大 学 「多 言 語 社 会 に 貢 献 す る言 語 教 育 学 研 究 者 養 成 」 言 語 教 育 学 プ ログ ラム 推 進 室 」主

催,東 京 外 国語 大 学 大 学 院 地 域 文 化 研 究 科,2006年7月16日.

玉 岡賀 津 雄 講 演 「日本 文 の 認 知 処 理 に お け る基 本 情 報 一 日本 語 母 語 話 者 と 中国 人 日本 語 学 習 者 の 実 験

デ ー タ か らの 考 察 」,同 志 社 大 学 ・大 学 院 文 学 研 究 科,2006年10月21日.

堀 田泰 司 講 演 「JapaneseCulturalBriefing」,UNITAR『ForeignDirectlnvestmentforDevelopment

Financing』 研 修 コー ス,国 連 訓 練 調 査研 究 所(UNITAR)ア ジ ア 太 平 洋 地 域 広 島 事 務 所,2006

年5月14日.

堀 田泰 司 講 演 「JapaneseCulturalBriefing」,UNITAR『FoodSecurity』 研 修 コー ス,国 連 訓 練 調

査研 究 所(UNITAR)ア ジ ア太 平洋 地 域 広 島事 務 所,2006年10月1日.

堀 田泰 司 講 演 「JapaneseCulturalBriefing」,UNITAR『FellowshipforAfghanistan』 研 修 コー ス,

国 連 訓 練 調 査 研 究 所(UNITAR)ア ジ ア 太 平 洋 地 域 広 島 事 務 所,2006年10月12日.

堀 田泰 司 パ ネ リス ト兼 講 演 「UMAPActivityinJapan」,ア ジ ア ・太 平 洋 大 学 交 流 機 構(University

MobilityinAsiaandPacific,以 下UMAP)国 際 大 会 『lnternationalExchangeStudents

Forum』 国 際事 務 局 主 催,台 湾 大 学 協 賛,台 湾,2006年10月14日.
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